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      入 札 公 告 

次のとおり一般競争入札に付します。本案件は、競

争参加資格確認のための証明書等（以下、「証明書

等」という。）の提出、入札及び契約を電子調達シ

ステム（ＧＥＰＳ）で行う対象案件です。 

令和 6 年 4 月 17 日 

    支出負担行為担当官 

       海上保安庁総務部長 髙杉 典弘 

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 13 

〇特船契第 1108 号  

１ 調達内容 

(1) 品目分類番号 77 

(2) 購入等件名及び数量 

  測量船２隻二中検修理等 

(3) 調達案件及び仕様等 仕様書による。 

(4) 履行期限 令和 7 年 3 月 28 日 

(5) 履行場所 請負造船所 

(6) 入札方法 総価で行う。落札者の決定に当た



2 

 

っては、入札書に記載された金額に当該金額の

10％に相当する額を加算した金額（当該金額に１

円未満の端数があるときは、その端数金額を切り

捨てるものとする｡)をもって落札価格とするので、

入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業

者であるか免税事業者であるかを問わず、見積も

った契約金額の110 分の100 に相当する金額を入

札書に記載すること。 

(7) 電子調達システムの利用 本案件は、電子調

達システムで行う対象調達案件である。なお、電子

調達システムによりがたい者は、紙入札方式参加

願の提出をもって紙入札方式に代えるものとする。

その他詳細については、入札説明書による。 

２ 競争参加資格 

(1) 予算決算及び会計令(以下「予決令」という｡)

第 70 条の規定に該当しない者であること。なお、

未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締

結のために必要な同意を得ている者は、同条中、特
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別の理由がある場合に該当する。 

(2) 予決令第 71 条の規定に該当しない者である

こと。 

(3) 令和４・５・６年度国土交通省競争参加資格

（全省庁統一資格）において、「役務の提供等」 の

Ａ，Ｂ，Ｃ又はＤ等級に格付けされ、関東・甲信越

地域の競争参加資格を有するものであること。 

(4) 当該部局において指名停止の措置を受け、指

名停止期間中でない者。 

(5) 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支

配する者又はこれに準ずるものとして、国土交通

省発注の公共事業等からの排除要請があり、当該

状態が継続している者でないこと。 

(6) 電子調達システムによる場合は、電子認証

（電子証明書）を取得していること。 

(7) 競争参加資格の申請の時期及び場所「競争参

加者の資格に関する公示」（令和 5 年 3 月 31 日付

官報）に記載されている時期及び場所で申請を受
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け付ける。 

３ 入札書の提出場所等 

(1) 電子調達システムのＵＲＬ及び問い合わせ

先 政府電子調達（ＧＥＰＳ） 

https://www.p-portal.go.jp/pps-web-biz/  電

子調達システムヘルプデスク ＴＥＬ0570-014-

889 

(2) 入札方式による入札書等の提出場所、契約条

項を示す場所、入札説明書の交付場所及び問い合

わせ先 〒100－8976 東京都千代田区霞が関２

－１－３ 海上保安庁総務部政務課予算執行管理

室 第二契約係 千葉 将太 電話 03－3591－

6361 内線 2831 

(3) 入札説明書の交付方法 仕様書等（入札説明

書含む）の交付は、当庁ホームページの「調達情報」

の「入札・落札等の状況」から、ダウンロードする

こと。 

https://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/tyoutatu/ty
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outatu.html 

また、郵送により交付を希望する者はＡ４判用紙

が入る返信用封筒（宛先を明記する｡)並びに重量

200g に見合う郵便料金に相当する郵便切手又は国

際返信切手券を添付して(2)の係に申し込むこと。 

(4) 電子調達システム及び紙入札による競争参

加のために必要な証明書等の受領期限 

 令和 6 年 5 月 17 日 17 時 00 分 

(5) 電子調達システムによる入札及び紙入札に

よる入札書の受領期限 

 令和 6 年 6 月 7 日 17 時 00 分 

(6) 開札の日時及び場所  

 令和 6 年 6 月 10 日 13 時 30 分 場所は海上保

安庁入札室 

４ その他 

(1) 契約手続において使用する言語及び通貨 

日本語及び日本国通貨。 

(2) 入札保証金及び契約保証金 免除 



6 

 

(3) 入札の無効 本公告に示した競争参加資格

のない者のした入札及び入札に関する条件に違反

した入札。 

(4) 契約書作成の要否 要。 

(5) 落札者の決定方法 予決令第 79 条の規定に

基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最

低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者

とする。 

(6) 手続きにおける交渉の有無 無。 

(7) その他 詳細は、入札説明書による。 

５ Summary 

(1) Official in charge of disbursement of the 

procuring entity: TAKASUGI Norihiro, Vice 

Commandant, Japan Coast Guard. 

(2) Classification of the services to be 

procured: 77 

(3) Nature and quantity of the products or 

service to be purchased or required.: 
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Regularly repair service of hydrographic 

survey 2 vessels 

(4) Fulfillment limit:  28.March.2025. 

(5) Fulfilment place: The shipyard which will 

contract for repair 

(6) Qualifications for participating in the 

tendering procedures; Supplier eligible for 

participating in the proposed tender are those 

who shall; 

(a) not come under Article 70 of the Cabinet 

Order concerning the Budget, Auditing and 

Accounting. Furthermore, minors, Person under 

Conservatorship or Person under Assistance 

that obtained the consent necessary for 

concluding a contract may be applicable under 

cases of special reasons within the said 

clause; 

(b) not come under Article 71 of the Cabinet 
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Order concerning the Budget, Auditing and 

Accounting; 

(c) have Grade A to D level of interest in 

Offer of service in Kanto・Koshinetsu area in 

terms of the qualification for participating 

in the tenders by the Ministry of Land, 

Infrastructure, Transport and Tourism (Single 

qualification for every ministry and agency) 

in the fiscal years, 2022･2023･2024. 

(d) The person who is not being suspended from 

Transactions by the request of the officials 

in charge of contract. 

(e) not be the business operators that a 

gangster influences management substantially 

or the person who has exclusion request from 

Ministry of Land, Infrastructure, Transport 

and Tourism is continuing state concerned. 

(7) Time-limit for tender;  
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17:00,7.June.2024. 

(8) Contact point for the notice: CHIBA Shota, 

2nd Contract Section, Contract and Accounts 

Office, Budget Division, Administration 

Department,Japan Coast Guard, 2-1-3, 

Kasumigaseki Chiyoda-ku, Tokyo, 100-8976 

Japan. TEL 03-3591-6361 ext. 2831 



契約番号： 特船契第　1108　号
契約件名： 測量船２隻二中検修理等

項目及び構成

１　契約担当官等
２　調達内容
３　競争参加資格
４　入札参加申込手続き
５　入札書及び関係書類の提出場所等
６　その他

別紙－１　入札書（海上保安庁様式）
様式－１　紙入札方式参加願
様式－２　紙契約方式承諾願
様式－３　確認書（電子入札参加申し込み用）
様式－４　電子証明書変更承諾申請書
様式－５　期間委任状
様式－６　都度委任状
別冊　契約書（案）
別冊　仕様書

入　札　説　明　書

（最低価格落札方式）



１　契約担当官等

２　調達内容

(内線4414)

⑹　入札方法
　　原則として、当該入札の執行において入札執行回数は２回を限度とする。
　　なお、当該入札回数までに落札者が決定しない場合は、原則として予算決
  算及び会計令第９９条の２の規定に基づく随意契約には移行しない。
　　また、電子調達システムにより難い者は、発注者に紙入札方式参加願いを
  提出して紙入札方式にかえるものとする。
　　落札者の決定は、最低価格落札方式をもって行う。
　①　入札者は、一切の経費を含め契約金額を見積もるものとする。
　②　落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１０％に相
    当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数がある時は、その端
    数金額を切り捨てた金額とする。）をもって落札価格とするので、入札者
    は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるか
    を問わず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を記載
    した入札書を提出しなければらない。
　③　入札者は、入札説明書、仕様書等を熟覧のうえ入札しなければならない｡
    この場合において入札説明書、仕様書等について疑義があるときは、入札
    書受領の締め切り前までに関係職員の説明を求めることができる。
⑺　入札保証金及び契約保証金　　免　除

令和7年3月28日

仕様書のとおり
　⑶　履行期限

仕様説明会は実施しない。
なお、仕様内容について質疑等がある場合は,下記へ連絡すること。

仕様書等に関する問い合わせ先
〒100-8976　東京都千代田区霞が関２－１－３

03-3591-6361
海上保安庁装備技術部船舶課　小野

　海上保安庁の調達契約に係わる入札公告 (令和6年4月17日付） に基づく入札につ
いては、会計法（昭和22年法律第35号）、予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号）、契
約事務取扱規則（昭和37年大蔵省令第52号）等に定めるもののほか、この入札説明書によるも
のとする。

支出負担行為担当官
海上保安庁総務部長　髙杉　典弘

入　　札　　説　　明　　書

　⑷　履行場所
請負造船所

　⑸　仕様説明会の日時等

　⑴　契約件名
測量船２隻二中検修理等

　⑵　契約内容



３　競争参加資格
⑴

⑵ 　予算決算及び会計令第71条の規定に該当しない者であること。
⑶

⑷

⑸

⑹

４　入札参加申込手続き
⑴ 　申込方法

期間委任状について
ａ

ｂ
ｃ
ｄ
ｅ

　技術審査の対象であるため、証明書等の受領期限までに上記２（５）に技術審査の書類を
提出し、同審査に合格した者であること。

　入札参加希望者は、４（５）の各書類を各提出先に持参又は郵送すること。（電子調達シ
ステムにより提出するものは除く）
　なお郵送にて提出する場合は、提出期限までに提出先に必着すること。（郵送の場合は、
配達証明が確認出来るものに限る）
　また、代表者から委任を受けている者（以下「受任者」という）が入札を行う場合は期間
委任状（様式５）又は都度委任状（様式６）を入札参加手続きまでに提出する（当該委任に
係る委任者及び受任者が同じであり、かつ委任事項に変更がない限り、あらかじめ入札等に
関する委任状を提出することにより、当該年度に限り、委任状をその都度提出することを省
略することができる。この場合において、特定の入札等に関してのみこれと異なる代理人を
選任して委任することは認めない｡)。

　入札、見積についての権限及び契約締結についての権限が委任されていなければなら
ない。

　予算決算及び会計令第70条の規定に該当しない者であること。
なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ている
者は、同条中、特別の理由がある場合に該当する。

　令和4･5･6年度国土交通省競争参加資格（全省庁統一資格審査）において「役務の提供
等」 のＡ，Ｂ，Ｃ又はＤ等級に格付けされ、関東・甲信越地域の競争参加資格を有する者
であること。(ただし指名停止期間中にあるものは除く。)
　なお、競争参加資格を有しない者で当該入札に参加を希望する者は速やかに資格審査申請
を行う必要があるので下記５⑵へ問い合わせること。

　警察当局から暴力団員が実質的に経営を支配する者又はこれに準ずる者として国土交通省
公共事業等からの排除要請があり当該状態が継続している者でないこと。

以下の各号のいずれかに該当し、かつその事実があった後２年を経過していない者。(これ
を代理人、支配人その他の使用人として使用する者についてもまた同じ。)
  (ア) 契約の履行に当たり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質
　　　若しくは数量に関しての不正の行為をした者
  (イ) 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を
　　　得るために連合した者
  (ウ) 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者
  (エ) 監督又は検査の実施に当たり職員の執行を妨げた者
  (オ) 正当な理由がなくて契約を履行しなかった者
  (カ) 前各号のいずれかに該当する事実があった後2年を経過しない者を、契約の
　　　履行に当たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者

　電子入札においては、復代理は認めない。
　委任期間は当該年度内を限度とする。
　代表者及び受任者の記名・押印された委任状（書面）の提出とする。
　原則として期間委任状の委任期間中の都度委任状の提出は認めない。



⑵ 　電子調達システムによる証明書等の送信方法

⑶ 　ファイル圧縮方法の指定

⑷

⑸

⑹ 　証明書等審査結果の通知
令和6年5月27日 までに電子調

達システム又は文書等により通知する。

1 一太郎 Pro3形式以下のもの
2 Microsoft Word Word2016形式以下のもの

　電子調達システムによる入札参加の申込みを行う場合の使用アプリケーション及びバー
ジョンの指定及び、保存するファイルの形式は次のいずれかとする。

番号 使用アプリケーション 保存するファイル形式

　ファイルを圧縮して送信する場合は、LZH又はZIP形式とする。（自己解凍方式は不可）

　ファイル容量が大きく電子調達システムにより証明書等を送信できない場合証明書等の
ファイル容量が10MBを超える場合には、電子調達システムによる入札参加申し込みに必要な
「確認書」及び「資格審査結果通知書（写）」のみを、１つのファイルとして（例えばPDF
形式のファイル）まとめたものを、電子調達システムから送信し、それ以外の証明書等につ
いては、直接５⑵の契約係担当者に手渡すこと。
　直接手渡すことができない場合は、郵送又は民間事業者による信書の送達に関する法律
（平成14年法律第99号）第２条第６項に規定する一般信書便事業者若しくは同条第９項に規
定する特定信書便事業者による同条第２項に規定する信書便（以下「郵送等」という。）に
よる提出をすることが出来る。この場合、事前に５⑵にその旨を連絡すること。
　なお、参加資格確認後は、入札参加申込者に対して電子調達システムにより通知又は確認
通知書を送付する。

　証明書等の提出期限 令和6年5月17日 17時00分

４⑴により提出された証明書等の審査結果を、

3 Microsoft Excel Excel2016形式以下のもの

4 その他のアプリケーション

PDFファイル
画像ファイル(JPEG形式及びGIF形式)
上記に加え特別に認めたファイル形式

・確認書（電子入札用）（電子調達システムにより提出）
・資格審査結果通知書（写）（電子調達システムにより提出）

〇電子調達システムにより入札参加する場合

〇紙入札により入札参加する場合

・紙入札方式参加願（紙入札用）（提出先下記5（2））
・資格審査結果通知書（写）（提出先下記5（2））

各提出書類の提出先は次のとおりです。



※

※

５　入札書及び関係書類の提出場所等
⑴

⑵ 　入札書等の提出場所及び契約条項を示す場所及び問い合わせ先

千葉　将太
内線 2831

⑶ 　入札説明書（仕様書等添付）の交付期間
令和6年4月17日 から まで

⑷ 　入札書の提出期限
令和6年6月7日

⑸ 　入札書の提出方法
①　電子調達システムによる場合

ア 　入札書の様式は、電子調達システムによるものとする。
イ 　入札書等の記載事項

　 ａ 　契約件名は、定められた件名を記載するものとする。

ｂ

ｃ

ウ 　入札書等の提出
ａ

ｂ

②　紙による入札の場合
ア 　入札書の様式は、別紙－1によるものとする。
イ 　入札書等の記載事項

　 ａ

ｂ

c
d

令和6年5月17日

17時00分

　入札者は、特に指示ある場合を除き、総価で入札しなければならない。

　入札書等は、電子調達システムの入力画面上において作成するものとする。

電子調達システム又は紙入札方式参加願による入札参加申込手続きをとらなかった場合は、
入札に参加できないので注意すること。

　入札参加申込手続き後に辞退する場合は、開札日までに「入札辞退書」を５⑵へ提出する
こと。
なお、入札辞退書等は下記アドレスにて公開しているのでダウンロードして提出すること。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/tyoutatu/youshikitou.html

　入札書は電子調達システムにより提出すること。
  ただし、発注者に紙入札方式参加願を提出した場合は紙により提出すること。
電子調達システムのＵＲＬ及び問い合わせ先
　　　 政府電子調達システム 　　　https://www.geps.go.jp/
       電子調達システムヘルプデスク　　 TEL  0570-014-889

東京都千代田区霞が関２－１－３
海上保安庁総務部政務課予算執行管理室第二契約係　

℡03-3591-6361
jcg-yoshitsu_2keiyaku@gxb.mlit.go.jp

　入札書に記載する日付は、入札書を提出する日とする。
　入札書には、入札者の住所及び氏名を記載し、押印（法人にあっては、所在
地、法人名及び代表者の氏名を記載)しなければならない。
　入札書の押印を省略する場合は、その旨を明示し、かつ、入札書の余白に本件
責任者及び担当者の氏名・連絡先を記載すること。

（電子認証書を取得している者であること。）

　入札書等は、電子調達システムにより、当該入札公告した期限までに到達する
ように提出しなければならない。

　電子入札に利用することができる電子証明書は、資格審査結果通知書に記入さ
れている者（以下「代表者」という。）又は代表者から入札・見積権限及び契約
権限について期間委任により委任をうけた者の電子証明書に限る。

　契約件名は、定められた件名を但しがきのあとに記載するものとする。

　入札者は、特に指示ある場合を除き、総価で入札しなければならない。



e

ウ 　入札書等の提出
ａ

ｂ
ｃ

エ 　郵送により提出する場合

⑹ 　入札の無効
①

ア 　委任状が提出されていない代理人のした入札
イ

ウ

エ 　金額を訂正した入札
オ 　誤字、脱字などにより意志表示が不明瞭である入札
カ

キ

ク

ケ

②

　入札書には、入札者の住所及び氏名を記載し、押印（法人にあっては、所在
地、法人名及び代表者の氏名を記載)しなければならない。
　入札書の押印を省略する場合は、その旨を明示し、かつ、入札書の余白に本件
責任者及び担当者の氏名・連絡先を記載すること。

　受任者（以下「代理人」という）が入札を行う場合は、代理人の住所、氏名
（法人にあっては、所在地、法人名及び代理人の役職、氏名）を記載し、代理人
の印鑑を押印しなければならない。以下、記載例による。
【記載例】
　　海保株式会社　代表取締役（社長）　○○　○○　代理
　　東京都千代田区霞ヶ関２－１－３
　　海保株式会社　東京支店（又は○○部）
　　支店長（又は○○部長）○○　○○　印

　入札書は、別紙の様式にて作成し、封筒に入れ、かつ、その封皮に「法人名等
及び契約件名、開札年月日、「入札書在中」」を朱書するものとする。

電報、ファクシミリ、電話その他の方法による入札は認めない。

　同一事項の入札について他人の代理人を兼ね、又は2人以上の代理をした者の入札

　競争参加資格の確認のための書類などを添付することとされた入札にあっては、提
出された書類が審査の結果採用されなかった入札

　競争参加資格のあるものであっても、入札時点において、海上保安庁次長から指名
停止措置を受け、指名停止期間中にある者のした入札

　電子入札参加者は、電子証明書を不正使用等してはならない。
　不正使用等した場合には当該電子入札参加者の入札への参加を認めないことがある。
　なお、当該入札に関し入札権限のある他の電子証明書に変更しようとするときは、電
子証明書変更承諾申請書（様式４）を提出すること。
　また、電子証明書変更承諾申請書には変更後の電子証明書の企業情報登録画面を印刷
したものを添付すること。

入札者は、その提出した入札書の引換え、変更又は取り消しをすることができな
い。

　支出負担行為担当官等あて郵送（書留郵便又は民間事業者による信書の伝達に関す
る法律（平成14年法律第99号）第２条第６項に規定する一般信書便事業者若しくは同
条第９項に規定する特定信書便事業者（以下「一般信書便事業者等」という。）の提
供する同条第２項に規定する信書便（以下「信書便」という。）の役務のうち、書留
郵便に準ずるものとして一般信書便事業者等おいて当該信書物（同法第２条第３項に
規定する信書便物をいう。）の引き受け及び配達記録をした信書便。）にすることが
できる。
郵送する場合においては、二重封筒とし、表封筒には「入札書在中」の旨を記載し、
中封筒に入札書を入れ、かつ、その封皮に「法人名等及び契約件名、開札年月日、
「入札書在中」」を朱書するものとする。ただし、入札書の提出期限までに到達する
ように提出しなければならない。

　本入札説明書に示した競争参加資格のない者、入札条件に違反した者又は入札者に求
められる義務を履行しなかった者の提出した入札及び次の各号の１に該当する入札は無
効とする。

　所定の入札保証金又は入札保証金に代わる担保を納付し又は提供しない者のした入
札

  記名押印（外国人又は外国法人にあっては、本人又は代表者の署名をもって代える
ことができる。）を欠く入札。（ただし、押印省略の場合で、入札書の余白に本件責
任者及び担当者の氏名・連絡先が記載のない入札も無効とする。）

　公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を乱し、若しくは不正の利益を得るた
めに連合した者の入札



⑺ 　入札の延期等

⑻ 　開札の日時及び場所

令和6年6月10日

海上保安庁入札室

⑼ 　開札
①　電子調達システムによる場合

ア

イ

②　紙による場合
ア

イ

③

④

⑤

６　その他
⑴ 　契約手続に使用する言語及び通貨　　日本語及び日本国通貨

⑵ 　入札者に要求される事項

　入札者が相連合し又は不穏の挙動をする等の場合であって、競争入札を公正に執行するこ
とができない状態にあると認められるときは、当該入札参加者を入札に参加させず、若しく
は入札の執行を延期し、又はこれを取り止めることがある。

日時： 13時30分

場所：

　開札及び開披（以下「開札等」という。）は、入札等執行事務に関係のない職員を
立ち会わせてこれを行う。

　開札等は、原則として、入札者又はその代理人が出席して行うものとする。
　この場合において、入札者等が立ち会わないときは、入札等執行事務に関係のない
職員を立ち会わせてこれを行う。

　開札等をした場合において、入札金額のうち予定価格の制限に達した価格の入札が
ないときは、原則として引続き再度入札を行う。
　ただし、契約担当官等がやむを得ないと認めた場合には、契約担当官等が別途指定
する日時に再度入札を行う。

　開札等をした場合において、入札金額のうち予定価格の制限に達した価格の入札が
ないときは、原則として引続き再度入札を行う。
　ただし、契約担当官等がやむを得ないと認めた場合には、契約担当官等が別途指定
する日時に再度入札を行う。

　入札者又はその代理人は、開札場に入場しようとするときは、入札関係職員の求めに
応じ競争参加資格を証明する書類、身分証明書等を提示しなければならない。

　入札者又はその代理人は、開札時刻後においては、開札場に入場することができな
い。

　入札者又はその代理人は、開札時刻後においては、契約担当官等が特にやむを得ない
事情があると認めた場合のほか、開札場を退場することができない。

　入札者等は、入札公告等で定められた要件を証明した書類を指定した期限までに提出しな
ければならない。
　また、開札日の前日までの間において、契約担当官等から当該書類に関し説明を求められ
た場合には、それに応じなければならない。



⑶ 　落札者の決定方法
①

②

③

ア

イ

ウ

④

⑤

⑷ 　契約書の作成（ただし、契約金額が150万円に満たない場合は省略することがある）

①

②

③

④

⑤

　調査基準価格を下回った入札を行った者は、契約担当官等の行なう調査、事情聴取等
に協力しなければならない。

「電子調達システム」による電子契約を行う場合、電子調達システムで定める手続に従
い、契約書を作成しなければならない。なお、電子調達システムによりがたい場合は、
発注者の承諾を得て紙契約方式に代えるものとする。
　紙契約方式の手続をする場合は、紙契約方式承諾願（電子、紙入札共通）を落札決定
後に上記5（2）へ提出すること。

　本入札は、低入札価格調査制度を採用し、調査基準価格（当該契約の内容に適合した
履行がなされないおそれがあると認められる場合の基準となる価格をいう。）を下回っ
た入札を行なった者については、調査を行なったうえで落札するか否かを決定するもの
とする。

　本入札説明書に従い書類・資料を添付して入札書を提出した入札者であって、本入札
説明書３の競争参加資格及び仕様を満たすことの出来ることの要求要件をすべて満た
し、当該入札者の入札価格が予算決算及び会計令第79条の規定に基づいて作成された予
定価格の制限の範囲内であり、かつ、最低価格をもって有効な入札を行った者を落札者
とする。
　ただし、落札者となるべき者の入札価格によっては、その者により当該契約の内容に
適合した履行がされないおそれがあると認められるとき、又はその者との契約を締結す
ることが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認め
られるときは、予定価格の制限の範囲内をもって入札した者を落札者とすることがあ
る。

　同価格の入札をした者が電子入札事業者のみの場合
　電子入札事業者が入力した電子くじ番号を元に電子くじを実施のうえ、落札者を決
定するものとする。

　同価格の入札をした者が電子入札事業者と紙入札事業者が混在する場合電子入札事
業者が入力した電子くじ番号及び紙入札事業者が紙入札方式参加願に 記載した電子
くじ番号を元に電子くじを実施のうえ落札者を決定するものとする。

　同価格の入札をした者が紙入札事業者のみの場合
　その場で紙くじ（又は電子くじ）を実施のうえ落札者を決定するものとする。

　契約担当官等は、落札者を決定したときは、その翌日から７日以内にその旨を落札者
とされなかった入札者に電子調達システム又は書面により通知する。
  ただし、開札に立ち会った参加者については、書面による通知を省略する。

　競争入札を執行し、落札者を決定したときは、当該落札者とすみやかに、契約書を取
り交わすものとする。

　契約書を作成する場合において、契約の相手方が遠隔地にあるときは、まず、その者
が契約書の案に記名押印し、さらに契約担当官等が当該契約書の案の送付を受けてこれ
に記名押印するものとする。

　上記②の場合において契約担当官等が記名押印したときは、当該契約書の１通を契約
の相手方に送付するものとする。

　契約担当官等が契約の相手方とともに契約書に記名押印しなければ、本契約は確定し
ないものとする。

　電子調達システムでは、入札参加者の利便性向上のため、電子くじ機能を実装してい
る。電子くじを行うには、入札者が任意で設定した000～999の数字が必要になるので、
電子入札事業者は、電子調達システムで電子くじ番号を入力し、紙入札事業者は、紙入
札方式参加願に記載するものとする。
　落札者となるべき同価格の入札をした者が２人以上あり、くじにより落札者の決定を
行うこととなった場合には、以下のとおり行うものとする。



⑸

⑹

⑺ 支払条件は履行完了後、一括払いとする。

⑻

⑼

⑽ 　責任あるサプライチェーン等における人権尊重のためのガイドライン（令和４年９月１３
日ビジネスと人権に関する行動計画の実施に係る関係府省庁施策推進・連絡会議決定）を踏
まえて人権尊重に取り組むよう務めること。

　発注者側の障害により電子入札書受付締切時間又は開札時間を延長する場合の取扱い

　発注者側の障害が発生した場合は、電子調達システム運用主管組織（総務省）と協議し、
障害復旧の見込みがある場合には、電子入札書受付締切予定時間及び開札予定時間の変更
（延長）を行い、障害復旧の見込みがない場合には、紙入札に変更するものとする。
　障害復旧の見込みがあるが、変更後の開札予定時間が直ちに決定できない場合において
は、その旨を全ての電子入札参加者に電話等で連絡するものとし、開札日時が決定した場合
には、その旨を全ての電子入札参加者に電話等で連絡するものとする。

　上記によるもののほか、この一般競争入札に参加する場合において了知かつ、遵守すべき
事項は、「海上保安庁入札・見積者心得」によるものとする。
　    https://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/tyoutatu/tyoutatu.html

　入札者は、入札後、この入札説明書、仕様書等についての不明を理由として異議を申し立
てることはできない。

　電子入札参加者側の障害により入札書受付締切時間又は開札時間を延長する場合の基準及
び取扱い

　電子入札参加者側の障害により電子入札ができない旨の申告があった場合は、障害の内容
と復旧の可否について調査確認を行うものとする

　すぐに復旧できないと判断され、かつ下記の各号に該当する障害等により、原則として複
数の電子入札参加者が参加できない場合には、入札書受付締切予定時間及び開札予定時間の
変更（延長）を行うことができるものとする。
①天災
②広域・地域的停電
③プロバイダ、通信事業者に起因する通信障害
④その他、時間延長が妥当であると認められた場合
（ただし、電子証明書の紛失・破損、端末の不具合等、入札参加者の責による障害であると
認められる場合を除く）
　変更後の開札予定時間が直ちに決定できない場合においては、その旨をすべての電子入札
参加者に電話等で連絡するものとし、開札日時が決定した場合には、その旨を全ての電子入
札参加者に電話等で連絡するものとする。





　

 

 一金

ただし

 　

入札・見積者心得及び入札説明書等を承諾の上、入札します。

令和　　　年　　　月　　　日

　

　

　

　

　

　　

（注）１.用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４判とする。

　 ２.金額は「アラビア」数字で記入する。

代表者氏名

別紙様式-1

入　札　書

住　　所

商号又は名称

測量船２隻二中検修理等

連絡先２：

支出負担行為担当官
　　海上保安庁総務部長　殿

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：



　

 

 １．発注件名　

　上記の案件は、電子調達システムを利用しての参加ができないため

 紙入札方式での参加をいたします。

資格審査登録番号(業者コード)

　 企業名称

企業郵便番号

企業住所

代表者氏名

代表者役職

電子くじ番号

（連絡先）

電話番号

　 メールアドレス

入札者

住　　所

企業名称

氏　　名

　

　

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

　　 担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

※１．入札者住所、企業名称及び氏名欄は、代表者若しくは委任を受けている場合は

　　その者が記載、押印する。

　２．電子くじ番号は、電子くじを実施する場合に必要となるので、000～999の任意の

　　３桁の数字を記載する。

支出負担行為担当官
　　海上保安庁総務部長　殿

様式-1

紙入札方式参加願

令和　年　月　日

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

測量船２隻二中検修理等



（ 特船 1108 ）

　

 

 １．件　名　

　上記の案件は、電子調達システムを利用しての契約ができないため、

 紙契約方式での手続きをいたします。

住 所

商号又は名称

代 表 者 氏 名

　

　

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

　　 担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

様式-2

紙契約方式承諾願

令和　年　月　日

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

測量船２隻二中検修理等

支出負担行為担当官
　　海上保安庁総務部長　殿



会 社 名  等

部   署   名

確   認   者

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

は、本入札に使用する電子証明書の番号を記入してください。

（担当者連絡先）

電話番号：

メールアドレス：

（様　式-3）　一般競争入札方式

○宛　　　　　先：　海上保安庁　総務部政務課　予算執行管理室　契約係

確    認    書

件　名：測量船２隻二中検修理等

本案件については、「電子入札方式」により参加します。

                  　

　　　　　 令和    年    月    日

※最下段の担当者連絡先等は押印の有無に限らず必ず記載すること。

電子入札方式により参加する方

【電子証明書の番号】  「シリアルナンバー（ＳＮ）」、「ＩＤ」などの項目に続く

１０数桁の数字・英字（例：14桁、16桁）

【取得者名】

（左つめで記入。「スペース」分も左詰めで記入。枠不足の際は、追加してください。）

＊今回限定した上記の電子証明書以外を以後において使用した場合、「無効」の入札となることがあります。

＊上に記入する「数字・英字」等は、誤記のないように十分留意してください。

紙入札方式での参加を希望する方 は、速やかに「紙入札方式参加願」を提出してください。



様式-4

２．変更後の電子証明書番号

３．変更理由

住所
氏名

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。

（連絡先は２以上記載すること）

本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

担当者（会社名・部署名・氏名）：

連絡先１：

連絡先２：

支出負担行為担当官
  　海上保安庁総務部長　　殿

　上記については承諾します。

電子証明書変更承諾申請書

１．発注件名：

　　　　　　　　　　　　　支出負担行為担当官
　　　　　　　　　　　　　　　　海上保安庁総務部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

 上記理由により開札までの間に使用できなくなることから、電子証明書の変更を承諾されたく申請します。

  上記案件について、電子調達システムにより入札に参加することとしていますが、使用している電子証明書について



　入札参加者は、入札手続きの開始以降、使用していた電子証明書について、電子証明書発行機関の電子証
明書の利用に関する規約上の失効事由が生じた場合又は有効期限の満了により開札までの間に使用すること
ができなくなることが確実な場合において、当該入札に関し入札権限のある他の電子証明書に変更しようとする
ときは、発注者に電子証明書変更承認申請書（様式4）を提出するものとする。この場合において、電子証明書
変更承諾申請書には、変更後の電子証明書の企業情報登録画面を印刷したものを添付することとする。
　発注者（海上保安庁）は、変更後の電子証明書に関して入札権限等に問題がないことが確認できる場合につ
いてのみ変更を承諾します。



様式５

期　間　委　任　状

 受任者

   　住  所

   　氏  名

   　使用印

 私は上記の者を代理人と定め

 下記の権限を委任します。

 委任期間    　　    年    月    日から

 　          　　　    年    月    日まで

 委任事項

 

 　    年    月    日

委任者　住所

商号又は名称

代表者氏名

支出負担行為担当官
海上保安庁総務部長　殿

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。契約締結について委任する場合は押印省略不可。

（連絡先は２以上記載すること）

　　　　　本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

　　　　　担当者（会社名・部署名・氏名）：

　　　　　連絡先１：

　　　　　連絡先２：



様式６

都　度　委　任　状

 受任者

   　住  所

   　氏  名

   　使用印

 

 委任事項

１．

 　　   年    月    日

委任者　住所

商号又は名称

代表者氏名

支出負担行為担当官
海上保安庁総務部長　殿

※以下は押印を省略する場合のみ記載すること。契約締結について委任する場合は押印省略不可。

（連絡先は２以上記載すること）

　　　　　本件責任者（会社名・部署名・氏名）：

　　　　　担当者（会社名・部署名・氏名）：

　　　　　連絡先１：

　　　　　連絡先２：

 私は上記の者を代理人と定め

「件名:測量船２隻二中検修理等 」に関する下記の権限を委任します。



 

令 和 ６ 年 度 

特 船 契 第 1 1 0 8号 

 

 

 

 

 

 

 

 

船舶修繕請負契約書  
 

 

 

 

 

 

 

 

 



船 舶 修 繕 請 負 契 約 書 

 

１． 修 繕 物 件 名  測量船２隻二中検修理等 

    ただし、仕様書及び図面のとおり。 

 

２． 請 負 金 額   金 円也 

     うち取引に係る消費税額及び地方消費税額  金 円   

       

３． 履 行 期 限   契約締結日の３日後から令和７年３月２１日までの連続する３０日以内  

請負者は契約後、海上保安庁装備技術部船舶課船舶整備企画室と協議し、修理期間を決定するものとする。 

    検査記録の提出期限は、各船の修理完了後３０日以内に提出するものとする。 

ただし、最終提出期限は令和７年３月２８日とする。（提出先は本庁分、本船分共に本庁とする） 

 

４． 修繕場所及び引渡場所 請負造船所（検査記録等の提出先は海上保安庁） 

 

５． 契 約 保 証 金   免除 

 

上記修繕について、支出負担行為担当官 海上保安庁総務部長 髙杉 典弘 を発注者 とし、 

請負者を として、次の条件により請負契約を締結する。 

 

 

 

 

 

収 入 

印 紙 



（総  則） 

第１条 受注者は、別紙仕様書及び図面（以下「仕様書等」という。）に基づき、引渡期限までに、頭書の修繕物件を完成して、その結果を引渡場所 

において、発注者に引き渡すものとし、発注者は、これに対し、受注者に請負代金を支払うものとする。 

 

（仕様書等の解釈等） 

第２条 仕様書等について疑義を生じたとき又は仕様書等に明記されていない事項については、発注者受注者協議して定めるものとし、受注者は、そ

の他軽微なものについては、発注者又は監督すべきことを命ぜられた職員（以下「監督職員」という。）の解釈若しくは指示に従い、請負金額の範

囲内において施行するものとする。 

２ 受注者は、修繕工程表及び修繕費内訳明細書を発注者に提出し、その承認を受けなければならない。 

 

（監督職員） 

第３条 発注者は、監督職員を命じたときは、その官職及び氏名を受注者に通知するものとする。 

２ 受注者は、監督職員の監督の実施について、必要な費用を負担するものとする。 

３ 受注者は、他の条項に定めるもののほか、監督職員から監督の実施について必要な資料の提出又は提示を求められた場合にはこれに応ずるものと

する。 

４ 受注者は、監督職員から立ち会いを求められた場合は、これに応ずるものとする。 

 

（権利義務の譲渡等） 

第４条 この契約により生ずる権利又は義務は、これを第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。ただし、発注者の書面による承諾を得た場合は、

この限りでない。 

２ 修繕物件又は修繕現場に搬入した検査済み修繕材料は、これを第三者に売却若しくは貸与し、又は抵当権その他の担保の目的に供してはならない。

ただし、あらかじめ発注者の書面による承諾を得た場合には、この限りでない。 

 

（一括再委託等の禁止） 

第５条 受注者は、業務の全部を一括して、又は主たる部分を第三者に委任し又は請け負わせてはならない。 



２ 前項の「主たる部分」とは、業務における総合的企画、業務遂行管理、手法の決定及び技術的判断等を言うものとする。 

 

（代理人等に関する措置要求） 

第６条 発注者又は監督職員は、現場代理人その他受注者の代理人（下請負人は代理人とみなす。以下同じ。）、主任技術者、使用人又は労務者等でこ

の契約の履行につき著しく不適当と認められるものがあるときは、受注者に対し、事由を明示して、必要な措置をとるべきことを求めることができ

る。 

 

（特許権等の使用） 

第７条 受注者は、修繕の施行について、特許権その他第三者の権利の対象となっている方法を使用するときは、その使用に関する一切の責任を負う

ものとする。 

 

（材料の検査等） 

第８条 受注者の負担に属する修繕材料は、発注者が特に指定したものを除き、その使用前に監督職員の検査を受けなければならない。この場合にお

いて、発注者は、受注者が検査を受けなかったとき又は検査に合格した材料以外の材料を使用したときは、使用後であっても、これを取り替えさせ

ることができるものとする。 

２ 受注者は、材料検査の結果合格となった材料等と検査未済又は不合格となった材料等とに区分する措置をとるとともに、不合格となった材料等を

良品とすみやかに取り替えなければならない。 

３ 受注者は、材料検査に合格した材料等であって、修繕場所にあるものを監督職員の承諾を受けることなく当該場所から持ち出してはならない。 

４ 受注者は、船底その他完成後外部から容易に見ることのできない部分の修繕について、発注者が指示したときは、発注者又は監督職員の立ち会い

の上施行するものとする。ただし、この場合において、監督職員がやむを得ない理由により立ち会えない場合は、受注者は監督職員の指示により、

施行を証明することができる見本、写真その他の資料を監督職員に提出し、その確認を受けなければならない。 

５ 受注者が前項の規定に違反して施行したときであって、発注者又は監督職員が指示するときは、受注者は、施行箇所の撤去、再施行等所要の措置

をとらなければならない。 

 

 



（官給品等） 

第９条 発注者は、修繕用として仕様書等に記載する官給品（貸与品を含む。以下「官給品等」という。）を発注者の指定する場所及び日時に受注者

に交付する。この場合において、受注者は、その官給品等の交付を受けた都度受領書を発注者に提出し、善良な管理者の注意をもってこれを保管し、

かつ、その費用を負担するものとする。 

２ 受注者は、天災地変等の不可抗力又は発注者の責めに帰すべき事由によらないで官給品等が亡失若しくは損傷し、又はその返還が不可能となった

ときは、発注者の指定する方法により弁償するものとする。 

３ 受注者は、官給品等を仕様書等に基づいて使用し、修繕の完成又は契約の変更、若しくは解除等によって不用となったものは、その内容を明らか

にした書類を作成し、監督職員（監督職員不在の場合は検査職員）の確認を受けて発注者に提出するとともに、発注者の指定する時期及び場所にお

いて、発注者に返還しなければならない。 

 

第１０条 受注者は、指定品として仕様書等の記載する修繕材料については、これら以外のものを使用することができないものとする。 

 

（仕様書等に不適合の場合） 

第１１条 受注者は、修繕の施行が仕様書等に適合しない場合において、監督職員が材料等の取替え、施行箇所の撤去又は再施行等の指示をした場合

には、これに従わなければならない。この場合において、受注者は、請負金額の増額又は引渡期限の延期を請求することはできないものとする。 

 

（第三者の作業の実施） 

第１２条 発注者は、第２０条による修繕物件の引渡し前に、第三者にこの修繕物件に対し他の作業を実施させることがあるものとする。この場合に

おいて、受注者は、監督職員の指示に従い、当該修繕の施行者と相互協調して修繕の進捗を図るものとする。 

２ 受注者は、前項の場合において、自己の修繕の施行上不便をきたすことがあっても、発注者に対し、異議の申出又は賠償を請求することができな

いものとする。 

 

（廃材等の処置） 

第１３条 受注者は、修繕の施行により発注者の所有に属する撤去品又は官給品等について廃材等を生じたときは、その内容を明らかにした書類を作

成し、監督職員（監督職員不在の場合は検査職員）の確認を受けて発注者に提出するとともに発注者の指定する時期及び場所において、これを発注



者に引き渡さなければならない。 

２ 受注者は、前項の廃材等を、発注者が引き取るまでの間、無償で保管するものとする。 

 

（行政庁に対する手続） 

第１４条 受注者は、修繕について、行政庁の検査、検定等を必要とするときは、自己の費用をもって、当該行政庁に対する必要な手続をするものと

する。 

 

（物価変動等による請負金額の変更） 

第１５条 物価変動その他改定又は予期することのできない事由に基づく経済情勢の激変等により、請負金額が著しく不適当であると認められるに至

った場合は、発注者受注者協議して、これを変更することができるものとする。 

 

（修繕の変更等） 

第１６条 発注者は、その都合により修繕を変更し、又は一時その施行を中止し、若しくはこれを打ち切ることができるものとする。 

２ 前項の場合において、請負金額を増減する必要があるときは、修繕費内訳明細書に記載する単価により、これによりがたいとき又は所定の引渡期

限を伸縮する必要があるときは、発注者受注者協議して、その金額を増減し、若しくは引渡期限を伸縮するものとする。 

 

（引渡期限の変更等） 

第１７条 発注者は、その都合により引渡期限又は引渡場所を変更することができるものとする。 

２ 前項の場合において、請負金額を増減する必要があるときは、発注者受注者協議して、その金額を増減するものとする。 

 

（終了通知及び検査） 

第１８条 受注者は、修繕終了予定日の１５日前までに、修繕終了予定日を書面により発注者に通知するものとする。 

２ 発注者は、前項の通知を受けたときは、検査を行うべきことを命じた職員（以下「検査職員」という。）により、修繕終了予定日（この日以後に

おいて受注者が検査をなすべき日を指定したときは、その日）から１５日以内（以下「検査期間」という。）に、仕様書に指定した方法その他発注

者の適当と認める方法により検査を行うものとする。ただし、天災地変その他やむを得ない事由により検査をすることができない期間は、検査期間



に算入しないものとする。 

３ 発注者は、検査職員を命じたときは、その官職及び氏名並びに検査時期及び検査場所を受注者に通知するものとする。 

４ 受注者は、第２項の検査に立ち会うものとする。この場合において、受注者が立ち会わないときは、発注者は、単独で検査を行い、その結果を受

注者に通知するものとし、受注者は、これに対して不服を述べることができない。 

５ 受注者は、検査職員から検査の実施について必要な書類又は物件の提示若しくは提出又は説明を求められた場合には、これに応ずるものとする。 

６ 受注者は、検査職員から修繕の重要な部分について完成後直接確認することができないものについて、当該部分の施行の状況を説明することがで

きる見本、写真その他の資料の提示又は提出を求められた場合には、これに応ずるものとする。 

７ 受注者は、検査職員の指示に従い、修繕物件の運転、操作その他検査に必要な作業をし、別に定めのあるものを除きその費用を負担するものとす

る。 

８ 修繕物件が不合格となった場合において、その不合格部分の手直し期間は、発注者が指示する期間とし、その検査期間は、発注者が受注者から手

直しを終了した旨の通知を受理した日（この日以後において受注者が検査をなすべき日を指定したときは、その日）から起算する。 

 

第１９条 次に掲げる場合には、検査のため必要な限度において破壊検査を行うことができるものとする。 

（１）仕様書に指定されているとき。 

（２）前条第６項の資料による確認ができなかったとき、その他修繕の施行について疑うに足りる相当の理由があるとき。 

（３）その他検査を行うため検査職員が特に必要があると認めるとき。 

２ 仕様書等に指定がある場合又は検査職員が必要があると認める場合には、理化学試験により検査を行うことがあるものとする。 

 

（修繕物件の引渡し） 

第２０条 受注者は、修繕物件が前２条の検査に合格したときは、遅滞なく、これを発注者に引き渡すものとする。 

 

第２１条 発注者は、修繕の一部が終了した場合において、その部分の検査を行い、合格部分の全部又は一部の引渡しを受けることができるものとす

る。 

２ 前３条の規定は、前項の検査及び引渡しについて準用する。 

 



（請負代金の支払） 

第２２条 発注者は、第２０条の規定により修繕物件の引渡し及び検査記録等の提出を受けた後、受注者が提出する適法な支払請求書を受理した日か

ら４５日以内(以下｢約定期間｣という。)に海上保安庁において、請負代金を受注者に支払うものとする。 

２ 発注者は、受注者から支払請求書を受理した後、その請求書の内容の全部又は一部が不当であることを発見したときは、その事由を明示して、こ

れを受注者に返付するものとする。この場合においては、その請求書を返付した日から発注者が受注者の是正した支払請求書を受理した日までの期

間は、約定期間に算入しないものとする。ただし、その請求書の内容の不当が受注者の故意又は重大な過失によるものであるときは、適法な支払請

求書の提出がなかったものとし、受注者の是正した支払請求書を受理した日から約定期間を計算するものとする。 

 

第２３条 削除 

 

（遅延利息） 

第２４条 発注者は、約定期間内に請負代金を支払わないときは、受注者に対し、遅延利息を支払わなければならない。 

２ 遅延利息の額は、約定期間満了の日の翌日から支払をする日までの日数に応じ、年２．５パーセントとする。ただし、受注者が代金の受領を遅滞

した日数及び天災地変等やむを得ない事由により支払のできなかった日数は、約定期間に算入せず、又は遅延利息を支払う日数に計算しないものと

する。 

３ 前項の規定により計算した遅延利息の額が１００円未満であるときは、遅延利息を支払うことを要せず、その額に１００円未満の端数があるとき

は、その端数を切り捨てるものとする。 

４ 発注者が検査期間内に検査を終了しないときには、検査期間満了の日の翌日から検査終了した日までの日数は、約定期間の日数から差し引くもの

とし、又検査の遅延した日数が約定期間の日数を超える場合は、約定期間は満了したものとみなし、発注者は、その超える日数に応じ、前３項の例

に準じて計算した金額を受注者に支払うものとする。 

 

（引渡期限の延伸） 

第２５条 受注者は、所定の期間までに修繕を完成してその物件の引渡しをすることができないときは、あらかじめ遅滞の理由及び完成引渡しの可能

な期日を明示して、発注者に引渡期限の延伸の承認を求めなければならない。 

２ 発注者は、前項の請求に対し、支障がないと認めたときは、これを承認するものとする。ただし、遅滞が天災地変その他受注者の責めに帰するこ



とのできない事由に基づく場合のほか、遅滞金を徴収する。 

 

（遅滞金） 

第２６条 前項第２項ただし書の規定による遅滞金は、延伸前の完成期限満了の日の翌日から修繕を完成して、その物件の引渡しをする日までの日数

に応じ、遅滞１日につき、請負金額（第２２条の規定により発注者が引渡しを受けた部分があるときは、この部分に対する代金を除した金額）の年

３パーセントとする。ただし、その総額が請負金額の１０分の１を超える場合は、その超過額は遅滞金に算入しないもとする。 

２ 前項の遅滞日数の計算については、検査期間が始まる日の翌日から発注者が検査に着手した日の前日までの日数は、これを遅滞日数に算入しない

ものとする。 

 

（臨機の措置） 

第２７条 受注者は、災害防止等のため特に必要と認める場合には、臨機の措置をとらなければならない。この場合において、受注者は、あらかじめ

監督職員の意見を求めるものとする。ただし、緊急やむを得ないときは、この限りでない。 

２ 受注者は、前項の場合において、そのとった措置につき、遅滞なく監督職員に報告しなければならない。 

３ 監督職員は、災害防止その他修繕の施行上緊急に必要な事項については、受注者に対し、臨機の措置をとることを求めることができる。この場合

において、受注者は、直ちにこれに応じなければならない。 

４ 第１項及び前項の措置に要した経費のうち、発注者受注者協議して請負金額に含めることを不適当と認めた部分については、発注者がこれを負担

するものとする。 

 

（危険負担） 

第２８条 修繕物件の引渡し前に発注者の責めに帰することができない事由により修繕物件及び修繕材料（以下「修繕物件等」という。）について生

じた損害は、次項に規定する場合を除き、受注者の負担とする。第２４条の規定により既済部分払をした場合の当該既済部分についても同様とする。 

２ 天災地変その他の不可抗力により修繕物件等に損害を生じた場合において、その損害が重大であり、かつ、受注者が災害防止のため必要な臨機の

措置をとる等善良な管理者の注意を怠らなかったと認められるときは、その損害は、発注者が負担するものとする。この場合において、損害額は発

注者受注者協議して定めるものとし、保険等その損害をてん補する金額があるときは、損害額からこれを控除するものとする。 

３ 修繕物件等を保険等に付している場合において、修繕物件等に損害を生じたときは、その損害が発注者の責めに帰すべき事由による場合であって



も、その損害が当該保険によっててん補されるときは、てん補額を限度として、受注者が負担するものとする。 

 

（契約不適合責任） 

第２９条 受注者は、修繕物件の引渡し後１年以内に、その物件が種類、品質又は数量に関して契約の内容に適合しないもの（以下「契約不適合」と

いう。）であることが発見されたときは、発注者の請求により、自己の費用をもってこれを修繕し、代替物を引渡し又は不足分を引渡さなければな

らない。また、その契約不適合によって生じた物件の滅失若しくはき損に対して、損害を賠償するものとする。 

２ 前項の規定により契約不適合を修繕する場合において、発注者の都合により受注者の工場で修繕をすることができないときは、発注者受注者協議

して、受注者の費用をもって他の工場で修繕をすることができるものとする。この場合において、この負担する費用は、受注者の工場において、修

繕をした場合に係る費用に相当する額を限度とする。 

３ 第１項の期間は、契約不適合が入きょ又は行政庁の検査を受検するとき以外に発見できないものであるときは、修繕物件の引渡し後１年以上１年

半以内において最初の入きょ又は検査終了の時までとする。 

 

（契約の解除） 

第３０条 発注者は、下記各号の一に該当するときは、この契約の全部又は一部を解除することができる。 

（１） 受注者から解約の申出があったとき。（第３２条による場合を除く。） 

（２） 受注者が引渡期限までに修繕を完成してその引渡しをしないとき又は引渡期限までに修繕を完成して、その引渡しをする見込みがないこ

とが明らかなとき。 

（３） 受注者が第４条及び第５条の規定に違反したとき。 

（４） 前各号のほか、受注者がこの契約に違反し、そのため発注者が契約の目的を達することができないとき。 

（５） この契約の履行について、受注者又はその代理人若しくは使用人等が不正の行為をしたとき又はこれらの者が発注者の行う検査若しくは

監督を妨げ、又は妨げようとしたとき。 

（６） 受注者が破産の宣告を受け、又は無能力者となり、若しくは居所不明となったとき。 

２ 受注者（受注者が共同企業体であるときは、その構成員のいずれかの者。以下この項において同じ。）が次の各号のいずれかに該当するときは、

この契約を解除することができる。 

   （１） 役員等（受注者が個人である場合にはその者を、受注者が法人である場合にはその役員又はその支店若しくは常時契約を締結する事務所



の代表者をいう。以下この条において同じ。）が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号。以下「暴力団対

策法」という。）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）であると認められるとき。 

   （２） 暴力団（暴力団対策法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められると

き。 

   （３） 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用する

などしたと認められるとき。 

  （４） 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、

若しくは関与していると認められるとき。 

  （５） 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき 

  （６） 下請契約その他の契約に当たり、その相手方が第一号から第五号までのいずれかに該当することを知りながら、当該者と契約を締結した

と認められるとき 

  （７） 受注者が、第一号から第五号までのいずれかに該当する者を下請契約その他の契約の相手方としていた場合（第六号に該当する場合を除

く。）に、発注者が受注者に対して当該契約の解除を求め、受注者がこれに従わなかったとき。 

                                                

３ 受注者は、第１項第１号から第５号までの場合において、違約金として、解約部分に対する請負金額の１０分の１に相当する金額を発注者に支払

わなければならない。ただし、第１項第１号又は第２号の場合において、受注者の責めに帰することのできない事由があるときは、この限りでない。 

４ 第２項の規定によりこの契約が解除された場合においては、受注者は、請負代金額の１０分の１に相当する額を違約金として発注者の指定する期

間内に支払わなければならない。 

 

第３１条 発注者は、前条に定める場合のほか、自己の都合により、修繕の終了前に、この契約の全部又は一部を解除することができる。この場合に

おいて、発注者は、受注者に損害が生じ解約後３０日以内に請求があるときは、その損害を賠償するものとする。 

２ 前項の損害額は確証のあるものを限度として、発注者受注者協議して定めるものとする。 

 

第３２条 受注者は、第１６条の規定による修繕の変更のため請負金額が２／３以下に減少したとき又は同条の規定による修繕中止の期間が契約期間

の１／２以上に達したときは、この契約を解除することができる。 



第３３条 前３条の規定により、この契約の全部又は一部が解除された場合において、受注者が第２３条の規定により、既済部分について代金の一部

の支払を受けているときは、発注者に対し、その全部の金額を発注者の指定する期日までに返納しなければならない。 

２ 発注者は、既済部分の全部又は一部が発注者の利用に適するものであり、かつ、発注者において必要とするときは、修繕費内訳明細書に記載した

単価により算出した金額（これによりがたいときは発注者受注者協議して定めた金額）の代価をもって、既済部分を取得できるものとする。 

３ 第１８条、第１９条、第２２条及び第２４条の規定は、前項の取得部分の検査、引渡し、請負代金の支払及び遅延利息について準用する。 

 

（相殺等） 

第３４条 この契約により発注者が受注者から収得すべき遅滞金、返納金、違約金等がある場合において、発注者が該当金額と相殺することができる

債務を受注者に対し有するときは、これを相殺するものとする。 

２ 前項の規定により相殺を行っても、なお発注者において収得金がある場合又は発注者が遅滞金、返納金、違約金等を徴収する場合において、受注

者は、発注者の指定する相当の期限までにこれらの金額を支払わないときは、発注者に対し、遅延利息を支払わなければならない。ただし、当該収

得金、遅滞金、返納金又は違約金が１，０００円未満の場合は、この限りでない。 

３ 第２４条第２項及び第３項の規定は、前項の遅延利息について準用する。この場合において、同条第２項中「年２．５パーセント」とあるのは「年

３パーセント」、同項ただし書中「受注者」とあるのは、「発注者」と、第３項中「１００円」とあるのは「１円」と読み替えるものとする。 

 

（談合等不正行為があった場合の違約金等） 

第３５条 受注者が、次に掲げる場合のいずれかに該当したときは、受注者は、発注者の請求に基づき、契約額（この契約締結後、契約額の変更が

あった場合には、変更後の契約額）の１０分の１に相当する額を違約金として発注者の指定する期間内に支払わなければならない。 

(1) この契約に関し、受注者が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律(昭和 22年法律第 54 号。以下「独占禁止法」という。) 第３条の規

定に違反し、又は受注者が構成事業者である事業者団体が独占禁止法第８条第１号の規定に違反したことにより、公正取引委員会が受注者に対し、

独占禁止法第７条の２第１項（独占禁止法第８条の３において準用する場合を含む。）の規定に基づく課徴金の納付命令（以下「納付命令」とい

う。）を行い、当該納付命令が確定したとき（確定した当該納付命令が独占禁止法第 63 条第２項の規定により取り消された場合を含む。） 

 (2) 納付命令又は独占禁止法第７条若しくは第８条の２の規定に基づく排除措置命令（これらの命令が受注者又は受注者が構成事業者である事業

者団体（以下「受注者等」という。に対して行われたときは、受注者等に対する命令で確定したものをいい、受注者等に対して行われていないと

きは、各名宛人に対する命令すべてが確定した場合における当該命令をいう。次号において同じ。）において、この契約に関し、独占禁止法第３



条又は第８条第１号の規定に違反する行為の実行としての事業活動があったとされたとき。 

  (3) 前号に規定する納付命令又は排除措置命令により、受注者等に独占禁止法第３条又は第８条第１号の規定に違反する行為があったとされた期

間及び当該違反する行為の対象となった取引分野が示された場合において、この契約が当該期間（これらの命令に係る事件について、公正取引委

員会が受注者に対して納付命令を行い、これが確定したときは、当該納付命令における課徴金の計算の基礎である当該違反する行為の実行期間を

除く。）に入札（見積書の提出を含む。）が行われたものであり、かつ、当該取引分野に該当するものであるとき。 

 (4) この契約に関し、受注者（法人にあっては、その役員又は使用人を含む。）の刑法（明治 40年法律第 45 号）第 96 条の６又は独占禁止法第 89

条第１項若しくは第 95条第１項第１号に規定する刑が確定したとき。 

２ 受注者が前項の違約金を発注者の指定する期間内に支払わないときは、受注者は、当該期間を経過した日から支払いをする日までの日数に応じ、

年３パーセントの割合で計算した額の遅延利息を発注者に支払わなければならない。 

 

（紛争の解決） 

第３６条 この契約の履行について、発注者受注者間に紛議を生じたときは、発注者受注者協議して解決するものとする。 

 

（秘密の保全） 

第３７条 発注者及び受注者は、この契約の履行に際し知得した相手方の秘密を第三者に漏らし、又は利用してはならない。 

２ 前項の規程は、受注者の責任の下、その業務の一部を請け負わせようとする協力会社及び下請会社等まで及ぶものとする。 

 

（特約条項） 

第３８条 本契約については、別紙特約条項を定めるものとする。 

 

 

 

 

 

 



 

 

以上契約を証するため、この証書２通を作成し、発注者受注者各１通を保有する。 

 

令和 年 月 日 

 

 

住    所 東京都千代田区霞が関２-１-３ 

             発注者 

氏    名  支出負担行為担当官 

海上保安庁総務部長 髙杉 典弘 

 

住    所  

             受注者           

氏    名  

  

 

  

 

 

 

 

 

 



別紙 

特 約 条 項 
 

発注者、受注者は本契約書総則第１条に定める仕様書等では対応できない、新たな修繕実施について、次の特約条項を定める。 

 

第１条 発注者又は受注者は、本契約書総則第１条に定める仕様書等では対応できない、不具合を発見した場合、発注者が任命する監督職員（以下、

「監督職員」と言う。）と受注者による事前調整を経た後、受注者から発注者が指定する書面（以下「指定書面」と言う。）に当該不具合の修繕に要

する概算見積額を記載の上、監督職員あて報告し、その実施について協議するものとする。 

 

第２条 発注者は前１条の報告・協議を受け、当該修繕の必要があると判断した場合は、報告・協議を受けた指定書面にて、発注者が指定する職員（以

下「主任監督職員という。）から受注者あて実施を指示するものとし、受注者が当該指示を承諾する場合、発注者が実施を指示した指定書面を主任

監督職員あて提出するものとする。なお、それぞれの指示、承諾は監督職員を介して行うものとする。 

 

第３条 前２条に基づき行う手続きは、当初契約の変更契約として実施するものとし、その都度手続きを行うこととする。ただし次の各号によるもの

とする。 

 １ 発注者は指示した仕様変更を全て整理した確定仕様書を発注者が任命する検査職員による検査実施前までに作成し、受注者へ提出しなければな 

らない。 

 ２ 発注者・受注者は変更契約に伴う請負金額を、本契約の引渡期限後原則として２０日以内に確定しなければならない。 

   ただし、発注者受注者が協議して別の期日を定めた場合は、この限りでない。 

 

第４条 修繕が引渡期限内に完了せず遅滞金が発生する場合の起算日は引渡期限の翌日をその起算日とする。 

 

第５条 変更契約に伴う請負金額の確定は、受注者の見積額を参考に、発注者が算出した額に当初契約における予定価格と請負金額の比率を乗じた額

を基に、発注者、受注者協議の上、確定するものとし、当該比率については入札又は見積合わせ実施後、発注者から受注者へ別途通知するものとする。



この際の通知桁数は、小数点以下３桁（0.●●● 四桁以下切り捨て）とする。 

なお、本特約条項第３条第２号に定める期日までに協議が整わない場合は、発注者が提示する額をもって、請負金額の確定とする。 

 

 



測量船 2隻三中検修理等

仕 様 書

海上保安庁装備技術部船舶課

令和 6年 3月

´

´



総則

この修理は、船舶安全法その他関係法令に基づいて施工し、所要の検査に合格しな

ければならない。
また、検査に関する手続きは請負者が行い、その検査申請に当っては、検査職員の

確認を受けてから行 うものとする。
なお、管海官庁に受理された船舶検査申請書の写しを検査職員及び船舶課に提出す
るものとする。

2 この修理の施工に当っては、監督職員の監督を受け、検査職員の検査に合格しなけ

ればならない。

3 この修理に使用する材料は、この仕様書で指示する場合を除き、現在使用している

材料と同等の品質又はそれ以上のものを使用するものとする。
また、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グ リーン購入法)に基づ
く環境物品等の調達の推進に関する基本方針において、特定調達品日として定められ

ているものにあつては、同基本方針の 「判断の基準」及び 「配慮事項」に適合する材

料を使用する。
なお、船舶安全法等の規定により、本基準に従 うことが困難な場合にあっては、監督

職員の指示により処理するものとする。

4 請負者は、受検 日程等を記載 した工程表を検査職員及び船舶課に提出し、その承認

を受けなければならない。

5 この修理の施工に当り、撤去品等が発生した場合は、監督職員の指示により適法に

処理するものとする。

この修理期間中、本船の保安及び災害防止並びに安全管理については、直接本船乗

組員の責めに帰すべき場合を除き、請負者がその責めに任ずるものとする。

この修理期間中請負者は、本船の自活用の電力及び飲料水を供給するものとする。

なお、その使用料については、協議のうえ別途契約するものとする。

′
り

8 この修理期間中請負者は、修理のために必要な、ほう炊及び居住の代替施設を供給

するものとする。

支払いは、測量船昭洋及び拓洋の修理完工後 (検査記録等の書類提出を含む)、

一括払いとする。
9



10

11 検査記録の提出期限は、各船の修理完了後
ただし、最終提出期限は令和 7年 3月 28
に本庁とする)

測量船昭洋及び拓洋の修理期間は、契約締結 日の 3日 後から令和 7年 3月 21日 ま
での間の連続する30日 以内とし、落札者は契約後、海上保安庁装備技術部船舶課船
舶整備企画室と協議のうえ修理期間を決定するものとする。
なお、修理のための各船の基地出港日は修理開始前の 3日 以内、基地帰港 日につい
ては引渡期限の 3日 以内とする。

０

と

３

日

日以内に提出するものとする。
する。 (提出先は本庁分、本船分共

／

）
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第一章 船体部

1 船体入 出渠及び離接岸

(1)主 要 目

総 トン数   3, 359ト ン

全長     98. 0 0rn

幅    15.20m

深 さ     7.80m

(2)滞 架 日数

本修理 にかか る滞架 日数 は、 5日 とす る。

(3)要 領等

ア 入 出渠は、次の事項等 に十分配慮 し安全確実 に行 う。

(ア )入 渠要領 図及び前回入渠時の盤木位置 図を参照す る。

(イ )入 出渠に伴 う トリム等の調整 は、船体局部 に過大な荷重が加 わ ることのない よ

う慎重 に行 うもの とし、入渠後 の清海水 の排水及び トリム等 の調整用清海 水の注

水 を行 う。

なお、入渠前のタンクコンデ ィシ ョン調整 は乗員が行 うもの とす る。

(ウ )前 回入渠時の盤 木位置図、 ログ、音測等の船底付機器類、シーチェス トの配置

等 を潜水夫等 によ り調査及び確認す る。

(工 )船底 ドー ム内の清水 を注排水す る。

イ 離接岸 は、十分 な曳船 を使用 し安全確実 に行 う。

ウ 盤 木位置図 を 2部 (本庁船舶課及び本船 に各 1部。以下同 じ。)提 出す る。

2 居住区等の防汚処置

修理仕様に指示するほか、次の防汚処置を本修理開始前に施工し、本修理完了後、同処

置を撤去の うえ掃き掃除を行 う。

(1)各 室床
ビニールシー トでカバーする。 (各 出入 口踏板部を含む。)

操舵室            38耐

機関監視区画          20ぽ

通信区画           24ポ

第一観測室         148ピ

第一公室           64ピ

第二公室           64ポ

第 1食器室          11ピ

第 2食器室           9ポ

機関管理室          68ポ

(2)各 通路床



ビニールシー トでカバーする。 (暴露部の通路を除き、各出入 口踏板部を含む。)

航海船橋甲板廊室        1ポ

船橋甲板通路         14ポ

船首楼甲板通路        88ポ
上甲板通路          82ピ

下甲板通路          72ピ

(3)各 階段
ステ ップ部は合板及び ビニールシー トで、ケコミ板、手招部等はビニールシー トで

カバーする。 (暴露部の階段を除く。)

航海船橋甲板～船橋甲板     1箇 所  2♂

船橋甲板～船首楼甲板      1箇 所  2ピ

船首楼 甲板～上甲板        2箇 所  4ピ
上甲板～下甲板          3箇 所  6ポ

(4)各 室椅子、ソファ、テーブル

ビニールシー トでカバーする。

操舵室椅子           3脚

機関監視区画椅子        5脚

通信区画椅子          3脚

第一観測室椅子        11脚

第一公室椅子         27脚

第二公室椅子         42脚

機関管理室椅子         2脚

機関監視区画 ソファ       1脚

通信区画 ソファ         1脚

第一観測室 ソファ        3脚

第一公室 ソファ         1脚

第二公室 ソファ         1脚

機関監視区画テーブル       1個

通信区画テーブル         1個

第一観測室テーブル        8個

第一公室テーブル         6個

第二公室テーブル         7個

3 船底外板
船底外板 (舵、シャフ トブラケッ ト、ビルジキール等の付加物並びにシーチェス ト及

びバ ウスラスタ蓋、 トンネル内を含む。)に ついて、次の清掃等を行 う。
整備に必要な足場の架設、撤去は付帯 とし、整備により生 じたかき殻類は適法に処理

する。

「
´



(1)清 掃 、清水洗い

塗分線下外板                         2092ポ

(2)塗 膜不良部手入れ                        209ポ

デ ィスクサ ンダーによる。

(3)塗 装
プ ライマー  エポキシ樹脂系      タ ッチア ップ 1回      229」
A/C   エポキシ樹脂系      タッチア ップ 2回      229ざ

A/F   加水分解型        総塗装    1回     2092ぽ

(4)表 示

喫水マー クの表示           2回  一式

(5)そ の他
ア  シーチ ェス ト付格子 は取外 し、手入れ、塗装後復 旧す る。
イ 塗装は塗料 メーカーが定 める塗装要領等に従い施 工 し、 A/Fの 膜厚 は 1年仕様

とす る。

イ 船底送受波部 は内部 の水 を排 出 した上で清掃 し、以下の塗料 を刷毛で 1回 塗装す
る。

マルチ ビー ム測深機送受波部 (浅海用 ) シ リコン樹脂系防除塗料
その他 の送受波部 (カ バープ レー ト) A/F 加水分解型

表面音速度計セ ンサー部         塗装 しない

ウ 船底送受波部及び表層探査装置送受波部 のカバープ レー トは ウェス等で清掃 し旧

被膜除去後取 り外 し、プ レー ト内区画 の清掃 、タ ッチア ップ後、シール し復 旧す る。

ボル トや プ レー ト外縁 のシ リコン充填 が剥離 してい る場合 は充填 を行 う。

プ レー ト内区画の海水 または清水 の排水 、注水 は付帯 とす る。

工 塗料 は塗料 メーカーが定める塗料要領等 に従 い施 工 し、A/Fの 膜厚 は 2年仕様 とす

る。

オ 使用 した A/C等 の塗料 の製造所 、製 品名 、使 用量 を明記 した報告書 を 2部提 出す

る。

(6)防 汚処置等

ア 清掃及び塗装 中にお ける船底送受波部、電磁 ログ並び にプ ロペ ラ翼の防汚処置 は十

分 に行 う。

イ 排水管の木栓 による閉鎖等、排水 による外板 の水漏れ防止 を行 う。

4 船底保護亜鉛
次の船底保護陽極 (本 船支給)を 取替える。

取外 した保護陽極は計測 し記録する。 (計測記録表 2部提出 )

船尾管のガ ット、ガー ドプ レー ト等の取外 し、復旧は付帯 とする。

ビルジキール            300× 150× 30

舵板及びラダーホーン       300× 150× 30

24個

16個



シャフ トブラケ ッ ト

シーチェス ト

張出軸受

バ ウスラスタ

バ ウスラスタ トンネル

船尾船底外板

ビル ジ ウェル

船尾管内

船尾管用整流覆 内

ナ ローマルチ ビーム測深機 区画

浅海用マルチ ビーム測深機 区画
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5 清水タンク

(1)次 のタンクのマンホールを開放 し、清水洗浄、ローズボックスの解放清掃、乗員に

よる点検、マンホールパ ッキン (ネ オプレーン 5t)取 替え、復旧する。
タンク内の酸素検知、照明装置及び足場の架設、撤去は付帯 とする。

第 1清水タンク          35.13m3 (マ ンホール 2個 )

第 2清 水タンク         35.13m3 (マ ンホール 2個 )

第 3清 水タンク         79.79m3 (マ ンホール 2個 )

第 4清水タンク         31.73m3 (マ ンホール 1個 )

第 5清 水タンク         31.73m3 (マ ンホール 1個 )

第 6清 水タンク         81.99m3 (マ ンホール 2個 )

(2)次 のタンク (置 タンク)の マンホールを開放 し、清掃、乗員による点検、マンホー

ルパ ッキン (ネ オプレーン 5t)取 替え、復 旧する。

清水圧カタンク 〔置〕       1.00m3 (マ ンホール 1個 )

(3)各測深管、張込管及び吸引管の下端部並びに同下船底外板の点検を行 う。

(4)各清水タンクに清水を補給 し、24時 間経過後、水質検査を実施する。 (合 格検査書
2部提出 )

6 汚物管等

(1)次 の汚物管 を高圧洗浄す る。

汚物管内の洗浄水は陸揚 げ廃水処理す る。

小便管の Sト ラ ップ 3個 及び洋式便器 3個 の取外 し復 旧は付帯 とす る。

第 1便所     100A× 22m

第 2便所      65A×  2m

125A×  4m

医務室便所    100A×  4m

主発電機 室     50A× 50m

０

／
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80A×  41n

100A×  71n

150A×  41n

(2)小便管 (80A× 5m× 2本 、 65A× 4m× 1本 )を 取外 し、清掃、復旧する。

(3)次 の汚物管付波止弁を取外 し、解放、清掃、点検、招合せ、受検、フランジ

パ ッキン (ネ オプ レーン 3t)取 替え、復旧する。

汚物処理装置船外排出用    (弁 符号 SOV-911) 125A× 1個

汚物処理装置オーバーフロー用 (弁符号 SOV-511)  50A× 1個

7 救命設備

(1)救命艇
ア 救命艇 ((株 )信貴造船所  SZ-73BRS)2隻 (救助艇兼用)に ついて、

整備認定事業場又はサー ビスステーション (以 下 「整備認定事業場等」 とい う。)

による次の法定点検整備を行い、受検、復旧する。 (整備記録表 2部提出 )

なお、艇の振出し、降下、進水、揚収作業は本船乗組員で行 うものとする。

(ア )艇 内外、進水装置及び離脱装置の外観検査

(イ )振 出 し試験

(ウ )進水装置 (艇 の降下、進水、揚収試験 )

(工 )浮上試験

(オ )離脱装置の点検整備、作動試験

(力 )機 関作動試験

(キ )通風装置の作動試験

(ク )蓄電池の電解液比重計測

(ケ )室 内灯、キャノピー灯及び探照灯の点灯試験

(コ )ぎ装品の確認、水密電気灯の点灯試験

(2)救命艇ダビッ ト

救命艇ダビッ ト (ミ ウラ・バイデル (株 )RBE-5600)2基 について、整備認

定事業場等による次の法定点検整備を行い、受検、復 旧する。 (整備記録表 2部提出 )

ア 本体

(ア )各部清掃、点検、給脂、復 旧す る。

(イ )リ ミッ トスイ ッチを点検する。

イ ウインチ

(ア )解放、清掃、点検、給脂、組立調整、復旧する。

ウ ブ レーキ機構

(ア )解放、清掃、点検、給脂、組立調整、復旧する。

(3)膨 脹式救命筏

膨脹式救命いかだ (FRN一 SV20(20人 用)1997年 11月 製)4台 につ

いて、整備認定事業場等による次の法定点検整備を行い、受検、復 旧する。 (整備記



ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

＞

ア

４

録表 2部提 出 )

外観点検

ガス充気装置の点検

ぎ装品の点検

漏えい試験

安全弁の作動試験

乗込台の機能確認

自動離脱装置の外部点検、作動試験

積付け等の検査

自動索及びもやい綱取替え

降下式乗込装置

降下式乗込装置 (FSD-70SO、  1997年 5月 製)2基 について、整備認

定事業場等による次の法定点検整備を行い、受検、復旧する。 (整備記録表 2部提

出 )

(ア )船上で行 う点検

格納装置の作動試験、点検

(イ )整備認定事業場等で行 う点検

乗込装置本体の点検

ガス充気装置の点検

収納点検

8 消防設備

次の消火装置の受検準備等 を行い、受検、復 旧す る。 (点 検記録表 2部提 出 )

射水消火装置の 2条 の射水試験、属具の配列及び復 旧は乗員作業 とす る。

ア 固定式鎮火性 ガス消火装置

可聴式警報装置の作動試験

イ 固定式泡消火装置

泡原液 の容量等確認

ウ 調理室用消火装置

警報装置の作動試験

工 火 災探知装置

探知器 、警報装置 の作動試験

オ その他 の消防装置

積付数量及び積付方法の確認

自蔵式呼吸具のガス量計測、可聴警報装置等の効力試験

9 空調装置

(1)以 下の空調装置において薬品洗浄の うえ、凝縮器開放分取替え及び復旧を行 う。

/t｀



復 旧後確認運転 を行 う。

ア NO,1系 統空調装置 (UWS80A― SR) 2台

イ No.2系 統空調装置 (UWS80A‐ SR) 2台

ウ No.4系 統空調装置 (US15GE)  1台
工  No.6系 統空調装置 (US15GE)  1台

(2)材 料
ア No.1/2系 統空調装置

(ア )前蓋パ ッキン        4枚

(イ )後蓋パ ッキン        4枚

(ウ )犠牲陽極  50× 20× 19t   16個

(工 )犠牲陽極  100× 30× 19t   8個

イ No.4/6系 統空調装置

(ア )前蓋パ ッキン        2枚

(イ )後 蓋パ ッキン        2枚

(ウ )犠牲陽極  60× 32× 15t    8個

ウ 薬 品関係

(ア )洗浄剤   ク リダイ ン Bl14  40L

(イ )中 和剤   ク リダイ ン N    20Kg

(ウ )廃液処理           1式

10 効力試験等

次の効力試験等を実施 し受検する。

索類、航海用具の配列及び復旧は乗員作業 とする。

ア 閉鎖装置、舷窓等の外観検査

イ 水密戸等の開閉試験

ウ 機関室内その他の場所における排水試験
工 船灯類の断線警報の効力試験又は点滅試験

オ 汽笛の吹鳴試験

力 揚貨装置の外観検査、荷役記録簿等確認
キ 満載喫水線の標示等
ク AFS条 約にかかる船底防汚方法の確認

(船舶構造規則第 64条 に適合すること)

ケ 海防法に関する受検

11 ミランダ式ボー トダビッ ト

(1)本船支給のクレー ドル 2基 (テ クノアルファ製、両舷 )及び リミットレバー4本 (テ

クノアルファ製、両舷 2本 )の 交換を行 う。

なお、艇の揚げ降ろし及び艇の保管は付帯 とする。



(2)ラ ンチングス トロープ 2組 4本 について製造者による点検整備を行 う。

【ランチングス トロープ】

・ HL01-1  1本

・ HL01-2  1本

・ HL01-3  1本

・ HL01-4  1本

【製造者】

テクノアルファい マ リン・環境機器グループ

東京都品川区西五反田2-27-4
TEL03-3492-7679

【点検内容】

ア φ30シ ャックル及びエン ドリンクの X線 検査を行 う。

イ ワイヤーロープ (SUS20φ  両端 ロック加工 )、 の 目視点検を行 う。

ウ X線 検査記録書及び検査成績書を 2部提出す る。

12 検査・計測記録等

本仕様に基づ く船体部の次の検査・計測記録等は、取 りまとめの うえ 2部製本 し、本

庁船舶課及び本船に各 1部提出する。

1(3)   盤木位置図

3(5)   塗料報告書

4      船底保護陽極計測記録表

5(4)   水質検査合格証明書

7-1(1)救 命艇整備記録表

7-2    救命艇ダビッ ト整備記録表

7-3    膨脹式救命いかだ整備記録表

7-4    降下式乗込装置整備記録表

8      消防設備点検記録表

10     効力試験受検記録

11     検査記録

13 錨・錨鎖及び錨鎖庫
主錨及び錨鎖について、次の修理を行 う。

(1)主 錨及び錨鎖を渠底に繰出し、.配列、清水洗浄、錆の粗落 し、涯青質防錆塗料 2回

塗装、指示する錨鎖の振替、節マーク (半節マークを含む。)表示を行 う。

(2)本船支給の左舷錨及び短鎖 (2本 )を 交換 し、復 旧する。

なお、錨及び短鎖交換に伴 うクレーンの使用は付帯 とする。

′/

14 小型焼却炉



本船右舷側に設置の小型焼却炉 (五 光製作所製、MI-5U4、 240ヒ )1基 の撤去を行

つ。

同焼却炉 の脚部分及び排気管については乗組員の指定す る箇所で切断 を行 う。

なお、排気管切断部分の防錆措置、撤去 した小型焼却炉の陸揚 げ、養生 (防火措置)は

付帯 とす る。



第 章 機関部

1 右舷主発電原動機M5【 計画保全】

型式     製造所     出力 ×回転数         シリンダ数 ×径 ×工程

6ADD30V   三井造船    2,978kW(4,050ps)× 720min‐ 1 6× 300mm× 480mm

右舷主発電原動機について、別紙 1に 記載の部品 (本船支給)を 取替える。

また、特段の記載のないものはメーカー技師立会いのもと実施すること。

(1)シ リンダカバ

ア シリンダカバ      6個

(ア )分解、清掃、手入れ、組立調整及び復旧

(イ )燃焼面点検

(ウ )水位部清掃

(工 )吸 排通路部点検

(オ )主弁・副弁弁座点検

(力 )ガ スシール面・スフラ点検

(キ )安全放気弁、燃料噴射弁取付穴点検

イ 主弁          6個

(ア )分解、清掃、点検、招合せ

(イ )エ アピス トン、コーンピース間テーパー点検

ウ 副弁           6個

(ア )分解、清掃、点検、招合せ

(イ )弁本体用 ピス トンリング点検

(ウ )弁本体用カーボンシール リング点検

(工 )弁本体用スプ リングエアシール点検
工 安全放気弁       6個

(ア )分解、清掃、点検、招合せ

(イ )開 弁圧力点検、調整

オ 指圧器弁        6個

(ア )分解、清掃、点検、櫂合せ

力 給排気弁駆動装置
`(ア )分解、点検

(イ )ロ ーラーガイ ド、逆止弁、バネの点検

(ウ )給排気弁本体下部寸法計測

(工 )給排気弁駆動油圧 ピス トン寸法、間隙計測

(2)ピス トン及び連接棒

ア ピス トン        6個
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(ア )抜 出、清掃及び点検

イ 連接棒         6個

(ア )ク ランクピンメタル の点検

(イ )セ レー シ ョン部点検

(ウ )締付 けボル ト点検

(3)シ リンダライナ

ア ライナ内面点検

イ 抜 出、分解 点検

ウ 冷却水通路点検

(4)ク ランク軸

ア 招動面、フィレッ ト部点検

イ バ ランス ウェイ ト

クランク軸 との取付 け部点検

(5)主 軸受 メタル

ア メタル分解 、点検

イ 軸受 キャ ップの背面、架構 との当た り面点検

ウ 締付 けボル ト点検

(6)基 準軸受 メタル

ア  メタル分解 、点検

イ スラス ト軸受点検

ウ 軸受 キャ ップの背面、上部カバ との当た り面点検
工 締付ボル ト点検

(7)出 力軸端 シール部

油切 リング及びオイル シール点検

(8)カ ム軸

ア カム転動面点検

イ カム軸点検

ウ カム軸駆動歯車の歯面、バ ックラ ッシュ点検

(9)ク ランク室、架構

ア  クランクケース内部清掃点検
イ 架構

(ア )シ リンダカバ締付 ス タ ッ ド緩み点検

(イ )ス ラス トリング厚 さ、取付座 点検

(ウ )シ リンダライナ取付座点検

(工 )給気枝管取付面点検

(10)調速機

ア 電子ガバナ (MGN‐ lA)    1式

(ア )揚 陸開放 、清掃 、手入れ、組 立、調整及び復 旧



(イ )復 旧後、総合調整

イ 電子ガバナア クチュエー ター点検
(11)過 給機

ア 過給機陸揚開放 、清掃 、手入れ 、組立調整及び復 旧

イ 水衣部 を薬 品洗浄す る。

ウ 玉軸受 を取替 える。
工 空気吸込部 を開放、清掃 、手入れ 、次の箇所の薬品洗浄 を行い、組立及び復 旧す る。

(ア )フ ィル ター

(イ )サ イ レンサー

(ウ )空気吸込囲

オ  回転部の間隙を計測す る。
カ ケー シングの厚 さを計測す る。

(12)熱交換器

ア 空気冷却器 (191.8m2)

(ア )陸 揚開放、清掃 、手入れ、組立調整及び復 旧す る。

(イ )水 衣部 を薬 品洗浄す る。

(ウ )保護亜鉛 を取替 える。

(工 )水圧試験 を行 う。

イ 清水加熱器 (2.Om2)

(ア )開 放 、清掃 、手入れ 、組立調整及び復 旧す る。

(イ )水 衣部 を薬品洗浄す る。

(ウ )水圧試験 を行 う。

ウ 潤滑油冷却器 (27.6m2)(ア ル ファラバル製 M10‐ BFM)

(ア )開 放、清掃 、手入れ 、組立調整及び復 旧す る。

(イ )プ レー トを洗浄す る。

(ウ )水圧試験 を行 う。
工 清水冷却器 (13.6m2)(ア ル ファラバル製 M10‐ MFM)

(ア )開 放、清掃、手入れ 、組 立調整及び復 旧す る。

(イ )プ レー トを洗浄す る。

(ウ )水圧試験 を行 う。

オ 燃料油冷却器 (12.69m2)(日 本 コン トロール スカンパニー製 )

(ア )開 放、清掃、手入れ 、組 立調整及び復 旧す ること。

(イ )圧力扇 の作動点検 を行 うこと。

(ウ )水圧試験 を行 う。

(13)諸 管

ア 吸気管

(ア )清掃 、内壁 の腐食点検

イ 排気管
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(ア )清掃 、内壁 の堆積 、腐食点検

(イ )伸 縮継手の取外 し点検・染色探傷

(ウ )防 熱カバーの取外 し復 旧

(14)燃料噴射弁 (メ ー カー整備 )   6個

ア 開放 、清掃 、手入れ、組立及び復 旧す る。

イ 噴射圧力調整 (45± 3MPa)

ウ 噴霧テス ト

(15)燃料噴射装置

ア ダンパ を取外 し、点検整備

イ ダンパ フィル タエ レメン ト及びパ ッキン類 の交換

ウ コン トロール ス リーブ、 ラ ック点検
工 安全弁、逆止弁、 ロー ラガイ ド、エア ピス トン点検

オ 燃料 高圧管点検

(16)こ し器

こし器 について次 の整備 を実施す る。 (造船所所掌 )

ア 燃料第 2こ し器 (K8FE2Y― W10X 神奈川機器 )    1個

(ア )油 圧 ア クチ ュエー タ点検

(イ )エ レメン トの清掃 点検

(ウ )駆 動機構 の開放点検

イ 潤滑油 2次 こ し器 (K8E4RXO‐ W30‐ X 神奈川機器 ) 1個

(ア )油 圧 ア クチ ュエー タ点検

(イ )エ レメン トの清掃点検

(ウ )駆 動機構 の開放点検

(17)自 由端バ ランサ

歯車歯面、歯車軸 、軸受点検

(18)ね じ り振動 ダンパ

ア ガイ ス リンガ弾性接手 (バ ランサ駆動用 )の側板 を取外 しの上、板ばね を点検す る。

イ ね じり振動 ダンパ (バ ランサ駆動用 )に ついてシ リコンダンパのサ ンプル を採取す

る。

(19)オイル ミス トデ ィテ クタ (MD-09型  ダイハ ツデ ィーゼル製 )

開放 、清掃 、手入れ、組立調整及び復 旧す る。

(20)検査 、試験計測

ア 検査

(ア )染 色探傷検査

A シ リンダカバ        6個

B ピス トン頂部        6個
C 主弁            6個
D 副弁           6個



E クランクピン       6個

(イ )磁気探傷検査

A ピス トンピン       6個

B 連接棒           6個
C クランクピンボル ト    24個

D バ ランス ウェイ ト合せ 面   1式

イ 計測

(ア )主 弁寸法           6個

(イ )副 弁寸法           6個

(ウ )副 弁 シー ト部摩耗量      6個

(工 )ピ ス トンクラウン、スカー トの寸法  6個

(オ )ピ ス トン触火面        6個

(力 )ピ ス トン ピン外径       6個

(キ )ピ ス トン リング溝       6個

(ク )ピ ス トンピン軸受内径     6個

(ケ )連接棒大端部 内径       6個

(コ )シ リンダライナ内径      6個

(サ )高 弾性 ゴム接手 (出 力軸 )ゴ ムエ レメン ト永久変形量計測   1式

(シ )防振 ゴムの ゴム高 さ     1式

(ス )ク ランクデ フ レクシ ョン計測 (整 備前、整備後、試運転後温態時 )

(21)そ の他

ア 機 関室天蓋 を取 り外 し、重量物 を陸揚 げ、保管及び積込む。

イ 防音ボ ックスの一部 を取 り外 し、復 旧す ること。

ウ 復 旧後、乗員が行 う係留運転及び海上運転 に立合 い、始動試験、前後進試験 、非常

停止装置の作動試験、警報装置の作動試験、操縦場所 の切替試験等の効力試験 を行 う。

2 左舷主発電原動機 Ml【 計画保全】
左舷主発電原動機について、別紙 1に 記載の部品 (本船支給)を 取替える。

また、特段の記載のないものはメーカー技師立会いのもと実施すること。

(1)シ リンダカバ

ア 副弁      6個

(ア )弁本体用スプ リングエアシール点検

(2)燃料制御装置

ア 電子ガバナ (MGN‐ lA)    1式

(ア )点検、総合調整

(3)燃料噴射弁 (メ ーカー整備)   6個
ア 開放、清掃、手入れ、組立及び復旧する。
イ 噴射圧力調整 (45± 3MPa)
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ウ 噴霧 テス ト

(4)燃料噴射装置

ア 燃料噴射 ポ ンプ  1式

(ア )ダ ンパ を取外 し、点検整備

(イ )ダ ンパ フィル タエ レメン ト及びパ ッキン類 の交換

(5)こ し器

こし器 について次の整備 を実施す る。 (造船所所掌 )

ア 燃料第 2こ し器 (K8FE2予 W10X 神奈川機器 )1個

(ア )油 圧 ア クチ ュエー タ点検

(イ )エ レメン トの清掃点検

(ウ )駆動機構 の開放点検

イ 潤滑油 2次 こ し器 (K8E4RXO― W30-X ネ申奈川機器 )

(ア )油 圧 ア クチュエー タ点検

(イ )エ レメン トの清掃点検

(ウ )駆動機構 の開放点検

1個

3 独立ポンプ 【継続検査】

次のポンプを開放、清掃、点検、組立調整、復旧する。

(1)主発 1号冷却清水ポンプ (シ ンコー SVA 125MHS 渦巻 90m3/h× 25m)

ア 開放、清掃、手入れ、受検、組立て及び復旧する。

イ パ ッキン類を取替える。
ウ メカニカルシールを取替える。
工 次の計測を行 う。

(ア )イ ンペ ラー とマウス リングの隙間

(イ )シ ャフ トとラインベア リングの隙間

(ウ )カ ップ リング部の芯振れ

(2)主発 1号潤滑油ポンプ (大 晃機械 MST-65T ネジ 60m3/h× 65m) 1台

ア 開放、清掃、手入れ、受検、組立て及び復旧する。

イ パ ッキン類を取替える。

ウ 軸受及びメカニカルシールを取替える。
工 逃 し弁を招合せ る。

オ 次の箇所について、 日視点検を行 う。

(ア )ス リーブ

(イ )ね じ軸

(ウ )基礎ボル トの緩み

1台



4 1号補助発電原動機 Ml【計画保全】

製造所

ヤ ンマー

型 式

S165L‐ SN

定格 出力 ×回転数

397kW× 1,200rnin‐ 1

シ リンダ数 ×径 ×行程

6× 165mm× 210mm
*************************************************************************

1号補助発電機用原動機について、次の整備を行 う。

別紙 2の 部品 (本船支給)を 取替える。

(1)シ リンダカバ

ア 排気弁     12個

(ア )解放、清掃、点検、招合せ (機械加工を含む。)、 組立調整、復旧

(イ )弁棒、ブッシュ間隙計測

(ウ )弁座肉厚計測

(2)こ し器

ア 燃料油こし器

解放、エ レメン ト清掃、点検、復旧

イ 潤滑油こし器

解放、エ レメン ト清掃、点検、復旧

ウ 過給機用潤滑油こし器

解放、清掃、点検、復旧

工 潤滑油遠心こし器

解放、清掃、点検、復旧

5 2号 補助発電原動機M5【 計画保全】
次のとお り開放、整備 し、本船支給する別紙 3記載の部品を取替え、組立及び復旧す

ること。

また、試験計測を行い、記録表を 2部 (本庁 1部 、本船 1部 )提 出すること。

(1)シ リンダカバ

ア 開放、清掃、手入れ、組立調整、各弁装着面招合せ及び復旧すること。 6個
イ パ ッキン類、 Oリ ング及び回 り止めを取替えること。
ウ 排気弁を分解、清掃、点検の上、招合わせること。 (機械加工を含む) 12個
工 吸気弁を分解、清掃、点検の上、招合わせること。 (機械加工を含む) 12個
オ 始動弁分解、清掃、点検の上、招合わせること            6個
力 燃料噴射弁の噴射圧力を調整すること。 (24MPa)          6個
キ 水衣部を洗浄すること。
ク 動弁腕装置開放、開放、整備、手入れ、復旧すること。        6式
ケ 次の試験計測を行 うこと。
(ア )圧力試験 (シ リンダカバ )

(イ )染 色探傷試験 (シ リンダカバ )

/r



(ウ )動 弁装置軸受 間隙

(工 )吸排気弁及びガイ ド間隙

(オ )吸排気弁 シー ト部厚み及び シー ト部径

(力 )吸排気弁棒、ブ ッシュ間隙計測

(キ )吸排気ガス通路部摩耗確認 (肉 厚計測 )

(ク )爆 発面カラーチェ ック

(ケ )水圧試験

(2)主 運動部

ア クランク軸      1個

クランクアームデ フ レクシ ョン (開 放前、復 旧後及び試運転後温態時 )

イ カム軸及びギヤケー ス

(ア )カ ムを点検す る。

(イ )カ ム ロー ラ 。ロー ラガイ ドを点検す る。

(ウ )カ ム軸駆動歯車の歯 当た りを点検す る。

(3)ク ランクケー ス

内部清掃点検、締付 けボル ト点検、

(4)過 給機

ア 開放、清掃 、手入れ 、点検 、組 立調整及び復 旧す ること。    1台

イ パ ッキン類、○ リング及び回 り止 めを取替 えること。

ウ 軸受点検
工 水衣部 を薬 品洗浄す ること。

(5)熱 交換器

ア 潤滑油冷却器 (4.44ぽ )    1台

(ア )開 放、清掃 、手入れ、受検、組立調整及び復 旧す ることc

(イ )パ ッキン類 、 Oリ ング及び回 り止 めを取 り替 えるこ と。

(ウ )海水流路 を清掃す ること。

(工 )外 部 を洗浄す ること。

(オ )保護亜鉛 を取 り替 えること。

(力 )圧 力試験 (0.4/0.6MPa)を 行 うこと。

イ 空気冷却器 (20.3ポ )     1台

(ア )開 放、清掃 、手入れ 、受検、組立調整及び復 旧す ること。

(イ )パ ッキン類、 Oリ ング及び回 り止 めを取 り替 えること。

(ウ )海 水流路 を清掃す ること。

(工 )外 部 を洗浄す ること。

(オ )保護亜鉛 を取 り替 えること。

(力 )圧 力試験 (0.4MPa)を 行 うこと。

ウ 清水冷却器 (3.4」 )     1台

(ア )開 放、清掃 、手入れ、受検 、組立調整及び復 旧す ること。



(イ )パ ッキン類、○ リング及び回 り止 めを取 り替 えること。

(ウ )海水流路 を清掃す ること。

(工 )外部 を洗浄す ること。

(オ )保護亜鉛 を取 り替 えること。

(力 )圧 力試験 (0.4/0.6MPa)を 行 うこと。
工 燃料弁冷却水冷却器       1台

(ア )開 放、清掃 、手入れ 、受検、組立調整及び復 旧す ること。

(イ )パ ッキン類、○ リング及び回 り止 めを取 り替 えること。

(ウ )海 水流路 を清掃す ること。

(工 )外 部 を洗浄す ること。

(オ )保護亜鉛 を取 り替 えること。

(力 )圧 力試験 を行 うこと。

(6)燃料噴射ポ ンプ

ー体型燃料噴射 ポンプ (ガ バナ付 )    1台

ア 噴射時期及び燃料噴射量の計測 。調整 を行 うこと。

(7)そ の他

ア 吸排気集合管及び枝管

(ア )防 熱覆 いを取外 し、復 旧す ること。

(イ )管 内部 を清掃 し、各取付 け面手入れ (招 り合わせ を含む )を 行い、復 旧す ること。

(ウ )圧 力試験 (0.15MPa)を 行 うこと。

イ こ し器

(ア )燃 料 こ し器 を開放 し、エ レメン トを清掃 、点検、復 旧す ること。

(イ )潤 滑油 こし器 を開放 し、エ レメン トを清掃 、点検 、復 旧す ること。

(ウ )潤 滑油遠心 こ し器 を開放 、清掃 、点検、復 旧す ること。

ウ 原動機据付 け用防振 ゴムを点検、計測す ること。
工  重量物の陸揚 げ、保管及び積み込み を行 うこ と。

(ア )重 量物搬 出ハ ッチの脱着及び同パ ッキンの取 り替 えを含む。

(イ )特記な き重量物 の陸揚げ積み込み を含む。
オ 試運転立会い

(ア )組立、調整、復 旧及び乗員が操縦す る試運転 に立会 うこと。(使用負荷は船 内負荷 )

(イ )そ の他 、調速機試験及び安全装置作動試験 に立会 うこと。

″



6 CJCフ ィル タ 一`
***********************************************r(*************************

主発電機用   ア メロイ ド

補助発電機用  アメロイ ド

潤滑油清浄機用 アメロイ ド

427/108

38/100Ⅱ

727/81AS

2台

2台

1台

直径

1,8501nln

*************************************************************************

次のとお り整備、本船支給す る別表 4記載部品を取替え及び復 旧すること。

(1)開 放、清掃及び復旧する。

(2)エ レメン トを取替える。

(3)廃 油及び使用済みエ レメン トについては、適法に処分する。

7 海洋生物付着防止装置
(1)本 船支給する別紙 5記載の電極を取替える。

偏耗による脱落防止のため、根元から半分の間絶縁テープにより保護す る。

(2)射 水テス トによる水密確認を実施すること。

(3)電極～船体間の絶縁確認及び通電試験を実施すること。

8 軸系
***********r<*************rr***********************************************

製造所         型式

ナカシマプ ロペ ラ   4翼 CPP、 XS‐ 53

プ ロペ ラ軸   給油軸     中間軸

180× 11.41m   178× 13.05n■    135× 22.08rn

材質

ALBC3軸

****************************************rr********************************

(1)両舷プロペラ (バ フ仕上げ)及びプロペラ軸を清掃 し、 FRP巻 き部分剥離の有無

等を点検す ること。

(2)足 場の設置及び撤去は、船体部仕様書による。

9 バウスラスター
黎*,,■
'*■ '■ '■

*t,■ ,■ ,■ ,■ ■,■ ,■ ,■ ,■ ***'■
'■ ''キ

*姜
'■
■
'キ
**■ ■
'■
■,*■
'■ '贅
,,■ ,■ ■,オ t'■

製造所        型式         直径      材質

ナカシマプロペラ   4翼 電動可変 ピッチ  1800mm   ALBC3軸

プロペラ及びダク ト等を清掃 (バ フ仕上げ)し 、油の漏洩の有無等を点検す る。

足場の設置及び撤去は船体部の所掌 とする。

10 受検記録

本仕様書に基づ く機関の検査及び計測記録等は、取 り纏めの うえ製本 し
2部



(本 庁 1部 、 本 船 1部 )提 出す る こ と。

11 機 関状態表示装置

機 関管理室及び船橋機 関監視 区画 に設置 している機 関状態表示装置 (大 倉電気製 )を

本船支給す る機 関状態表示装置 (BEMAC製 )に 次の通 り換装す る。

(1)メ ーカー作業

ア 機 関状態表示装置の設置 (各配線及び電源接続 、匿体の模様替 え等 を含む )

イ 初期設定、調整

ウ 試運転立会 による良態確認
工 乗員への取扱 い説 明、質疑応答

(2)造 船所作業
ア 兵庫県たつの市揖保川町原 782所在の相生部品セ ンターか ら本船支給 品を船 内の

設置個所 2箇 所 にそれぞれ運搬す る。

イ 運搬用木箱 の開梱 (内 部 に納 め られ ている書類・完成図書 は官 に確実に受 け渡す
こと)

ウ 機 関管理室か ら船橋機 関監視 区画まで新規電路 (LANケ ーブル約 80m)を 敷設

す る。 (内 張の取外 し復 旧等の設置 に係 る必要 な作業 は全て付帯 とす る。)

工  不要物 (取外 し品、運搬後の木箱等 )の 撤去・適法処分

′
/



番号 口
ｍ 目 規  格 単位 左舷 右舷 合計

0リング 11l A79 4370492 個

個Oリング 11lA83  -  4371625

24Oリング 11l A87 JB2401l AXP46 個 24

個
４

． スラストリング 11lAH 5371262
ｒ
Ｏ Oリ ング 112A5 4370357 個 12

12ナット 121A10 3370252 個 12

個ねじり振動ダンパ 123Al   -  4281043

個ァィスタンスピース 123A2 EN1150AL00550078

個ボルト 123A3 JBl1801SO― M86X90

123A4 JBl1801SO― M86X170 個10 ボルト

11 廻止座金 123A5 4281254 個

12 廻止座金 123A6 4281255 個

13 シリコン油サンプル採取キット 123A7 NSD0630 個

個14 主軸受 (上 ) 131Al 2371761

15 主軸受 (下 ) 131A2   -  2371762 個

個16 基準軸受 (上 ) 131A3 2371438

17 基準軸受 (下 ) 131A4 2371439 個

18 スラスト軸受 131A5 2370112 個

1219 皿バネ座金 162A M80951060 個 12

個20 折り曲げ座金A 162A    ―  M80952040

個21 折り曲げ座金B 162A,    一  M80952050

162A M80952060 個22 折り曲げ座金C
23 針 金 162A 41330718 個

24 Oリング 162A A60201500 個

25 ガスケット 162A    ―  E41218100 個

個26 0リング 162A M80005400

個27 Oリング JB2401lAXG180184A2

個28 0リング JB2401lAXP205184A3

個29 シリンダライナ 137171421l Al

個30 ガスケット 21l A2 4370115

18個 1831 Oリング 437019221l A4

12 12個32 0リング 437019321l A5

個33 クランクピン軸受 (上 ) 2371826221A2

個クランクピン軸受 (下 ) 221A3 237182734

個231A10 337261935 ピストンリング(Top)

12個 12231All 337013436 ピストンリング(2nd,3rd)

個231 AC 537068337 スクレーパリング

12 12個JB13543X16241A1238 平行ピン

個4370286241A1339 ガスケット

個JB24014DXP20241A2440 Oリング



番号 口
叩 目 規  格 単位 左舷 右舷

′ゝ
=上

「

1口 l

41 0リング 241A25 JB24014DXP16 個

42 0リング 241A26 JB24014DXP12 個

43 止めネジ 241A32 4371391 個 48 48

44 止めネジ 241A33 JBl177HIRA― M8X10 個 48 48

45 ガイドリング 242A15 4374355 個 12 12

46 カーボンシールリング 242A18 3185061 イ固

47 シールリング 242A27  -  4374356 個 12 12

48 シールリング 242A28  -  4371404 個 12 12

49 0リング 242A30 JB24014DXG200 個 12 18 30

50 Oリング 242A31 4370429 個

51 0リング 242A32 JB24014DXP35 個 12

52 0リング 242A33 JB24014D× P140 個 12 12

53 ガスケット 242A39 JN14B1219 個 12 12 24

54 ガスケット 242A42 JN14B1016 個

55 シールリング 242A45 4371401 個 36 36

56 平止めネジ 242A47 JBl177HIRA―M5X10 個 12 12

57 スプリングピン 242A48 JB28088X16 個 18 18

58 Oリング 242A49 4373652 個 12 12 24

59 ガスケット 242A.50  -  4371150 個 18 18

60 ガスケット 242A51 4370221 個

61 ボルト 242A55 4372689 個 48 48

62 ピストンリング 242A56 4371402 個

63 0リング 242A58  - JB24014DXP10A 個

64 0リング 242A59 - JB24014DXPll 個 12

65 スナップリング 242A60 4371179 個

66 バ ネ 242A61 4371450 個

67 カップラ 242A65 4372041 個

68 ナット 242A69 JN89A10Xl.5 個 48 48

69 バックアップリング 242A72  -  4374357 個 12 12 24

70 平止めねじ 242AA6 JBl177HIRA― M4X5 個 12 12 24

71 リテーナ 242AAll - 4371843 個 12 12 24

72 リング 242AA12 -  4371844 個 12

73 シールリング 242AA13- 4371158 個 12 12 24

74 シールリング 242AA14 -  3370156 個 30 30

75 Oリング 242AA16- JB24014DXP38 個 12 12 24

76 安全弁 242AB 5370497 個

77 空気抜き弁 242AC 5371184 個 12 12

78 逆止弁 242AG 5370503 個

79 ばね 245A8 4372606 個 12 12 24
80 ばね受け 245A18  -  3372347 個 12 12 24

ルn



番号 口
印 目 規  格 単位 左舷 右舷 合計

81 ばね 245A30 4372667 個 12 12 24

82 ばね 245A35 4372668 イ固 12 12 24

83 平座金 245A44 4372605 個 48 48 96

84 スプリングピン 245AA7 JB28082.5X20 個 12 12 24

85 0リング 245AA8 4371138 個 24 24 48

86 0リング 245AA9 4371165 個 12 12 24

87 ガスケット 248A8 4371256 個 12 12

88 ガスケット 248A9 4371184 個

89 ナット 248A10  -  4372432 個

90 防熱カバー 248Dl   -  3374607 個

91 バルブ 249B3 3371091 個

92 シールリング 249B10 4371218 個

93 スプリングピン 249B12 JB28082.5X12 個

94 0リング 249B13 JB24014DXG27 個 12 12

95 Oリング 249B14 JB24014DXP7 個

96 廻止座金 249B18 - EN29Q5 個

97 0リング 249B20 JB24014DXP31 個

98 カム軸軸受 (上 ) 313Al 2370017 個 12 12

99 カム軸軸受 (下 ) 313A2 2370018 個 12 12

100 回り止め座金 31lA17 EN29Q24 イ固 24 24

101 0リング 31lA18 4370341 個

102 Oリング 31l A20 - JB24014DXP14 個 12 12

103 廻止金物 321A5 3370136 個 24 24

104 ピストンリング 321 All 4371404 個 24 24

105 廻止座金 321A13 4371406 個 12 12

106 ガスケット 321A15 4371174 個 12 12

107 0リング 321A16 JB24014DXP130 個 12 12

108 ボルト 321A17 - JBl180SCM― M6X12 個 24 24

109 スプリングピン 321A19 JB28088X18 個 12 12

110 止めネジ 321A20 JBl177BO― M8X16 個 12 12

111 0リング 321A25 JB24014DXG95 個 12 12

112 Oリング 321A26 JB24014DXP10 個 12 12

113 ボリレト 321A27 JBl1801SO― M8X25 個 48 48

114 スプリングピン 321A28 JB28088X25 個 48 48

115 ガスケット 321A29 JN14B1016 個 12 12

116 逆止弁 321 AB 5371185 個 12 12

117 0リング 322A7 JB24014DXG50 個 12 12 24

118 スプリングピン 331A21 JB28088X22 個 24 24

119 プラグ 331A26 4370038 個 12 12

120 廻止座金 331A34 4371187 個 36 36



番号 ロロ 目 規  格 単位 左舷 右舷 合計

121 廻止座金 331A35 4370945 個 12 12

122 シールリング 331A37 4371188 個

123 Oリング 331A38 3372300G50 個

124 0リング 331A39 JB24014DXG165 個

125 0リング 331A40 3372300G125 個

126 Oリング 331A41 3372300G80 個

127 Oリング 331A42 3372300(Ei1 60 個

128 0リング 331A43 JB24014DXP120 個

129 ボルト 331A45 JBl1801SO― M8X20 個 24 24

130 ボルト 331A46 - JBl1801SO― M6X30 個 24 24

131 六角穴付ボルト 331A51 JBl176M12X60 個 36 36

132 スプリングピン 331A53 JB28088X18 個

133 スプリングピン 331A54 JB28085X12 個 12 12

134 平行ピン 331A55 JB13545X25 個 12 12

135 止めネジ 331A56 JBl177BO― M8X20 個

136 ガスケット 331A57 JN14C3138 個 12 12

137 ガスケット 331A58 JN14D2128 個 12 12

138 ガスケット 331A59 JN14D2432 個 12 12

139 六角穴付ボルト 331A62 JBl176M16X190 個 36 36

140 Oリング 331A64  -  3372300P32 個

141 0リング 331A73 3372300P9 個 12 12 24

142 0リング 331A82 3372300Ci1 30 個 12 12

143 ガスケット 331A88 4371150 個

144 シールリング 331A89  -  4371193 個

145 0リ ング 331A90 3372300G35 個

146 Oリング 331A91 3372300P111 個 24 24

147 廻止金物 331A93 3870187 個 12 12

148 シールリング 331A95 4374291 個

149 燃料飛散防止カバー 331A129 -  3374611 個 12

150 スピンドル 331AD5 3371757 個 12

151 0リング 331AD7 JB24014DXP16 個 12

152 フィルタエレメント 331AD16- 4371823 個 12

153 0リング 331AD17- JB24014DXG125 個 12

154 シールリング 331AD19- 4371194 個 12 12 24

155 スプリング 331AD21 -  4371043 個 12

156 Oリング 331AD24- JB24014DXP29 個 12

157 エアヌキバルブ 331AD25- 4371831 個 12

158 廻止座金 331A[)26 -  4371855 個 12 12 24

159 Oリング 331A[)27 -  4372393 個 12 12 24
160 逆止弁 331AL 5370680 個



番号 ロロ 目 規  格 単位 左舷 右舷 合計

161 安全弁 331 AM 5370681 個

162 ガスケット 331AN5 4371634 個 12 12

163 シールリング 331AN7 4371636 個

164 シールリング 331AN8 4372416 個 12 12

165 止めねじ 331AN10- 4371847 個

166 鋼 球 331ANll ― JB15018 個

167 Oリング 331AN12 -  4372417 個 24 24

168 0リング 331AN13- 3372300P32 個

169 0リング 331AN14- 3372300P10 個

170 Oリング 332A6   -  4374397 個 24 24 48

171 U―ナット 41l A34 JN89A8Xl.25 個

172 平座金 41l A35 4374447 個

173 ピン 41l A37 4371245 個

174 ピン 41lA41 4281235 個

175 ボールベアリング 41l A56 4371223 個

176 継ぎ手 41l A58 3184838 個

177 継ぎ手 41l A78 4371226 個

178 継ぎ手 41l A79 4371227 個

179 ボールジョイント 41lA91 EN18Y12 個

180 ボールジョイント 41l A92 EN18Z12 個

181 割リピン 41l A95 JB13512.5X20 個 10 10

182 ロッドエンド 41l AA2 4370578 個

183 ロッドエンド 41lAA3 4370300 個

184 エアフィルタ 41lAE MSR―B15-076 個

185 ガバナ用AVRl 41lAE MSR―B15-054 個

186 ガバナ用AVR2 41lAE MSR―B15-051 個

187 ピックアップセンサ 41lAE   ―  P#1680-622 個

188 ボルト 51lA17 - EN61 X1235(タ フト) 個 48 48

189 ボルト 51l A18 EN61X1235(タフト) 個 36 36

190 ガスケット 51l A28 4370380 個

191 ガスケット 51lA29 4370381 個

192 回り止め板 521A 32114 個

193 回り止め板 521A 34113 個

194 ガスケット 521A 32154 個

195 ガスケット 521A 34154 個

196 ピストンリング 521A 34191 個

197 止め : 521A 34192 個

198 ピストンリング 521A 32191 個

199 521A 32192 個

200 ラビリンスプツシユ(空三ビン側) 521A 51014 個

回り止めリング



番号 口
印 目 規  格 単位 左舷 右舷 合計

201 ラビリンスブッシュ(ブロア側 ) 521A 76002 個

202 タービン側軸受 521A 34100 個

203 ブロア側軸受 521A 32100 個

204 六角穴付ボルト 521A 32181 個

205 ばね座金 521A    -  32182 個

206 油噴射筒 521A 32185 個

207
=,vJ )v 521A 32190 個

208 六角穴付ボルト 521A 34181 個

209 ばね座金 521A 34182 個

210 油噴射筒 521A 34185 個

211 =vJ )v 521A 34190 個

212 パッキン 521A 46007 個

213 プラグ 521A 46009 個

214 パッキン 521A 46010 個

215 パッキン 521A 48007 個

216 プラグ 521A 48009 個

217 パッキン 521A 48010 個

218 六角ボルト 521A 48015 個

219 ばね座金 521A 48016 個

220 六角ボルト 521A    -  46017 個

221 ばね座金 521A    -  46018 個

222 パッキン 521A 51038 個

223 rfv*2 521A 61003 個

224 t\v*2 521A 62102 個

225 パッキン 521A    -  62402 個

226 パッキン 521A 62801 個

227 排気入口囲ガスケットセット 521A 97070 個

228 ガスケット 521A12 4371433 個

229 ボルト 521A14 JBl1801SO― M12X35 個

230 出入り水室ガスケット 522A S4866-1811-3 個

231 返り水室ガスケット 522A S4866-1811-4 個

232 防食板 522A S4103-8101-3 個 12 12

233 回止座金 552A3 4281196 個

234 ボルト 522A7 JBl180SuS― M10X14 個 12 12

235 小 ネ いン 522A21 JBllllSARA― M8X16S 個 10 10
236 シール板 522A22 3371408 個

237 シール板 522A23 3371409 個

238 給気鐘内塗料 522A 99010

239 ガスケット 523D3 EN14AJ269322 個
240 ガスヶット 523D4 EN14AJ321367 個

個



番号 ロロ 目 規  格 単位 左舷 右舷 合計

241 ガスケット 524A25 4370696-17 個

242 ボルト 524A27 EN61 X1275 個 12 12

243 ボルト 524A28 EN61Y1265(タフト) 個 12 12

244 ナット 524A32 JBl181 M12 個 24 24

245 平座金 524A34 JB125612 個 36 36

246 ガスケット 524AC4 4370696-17 個

247 ガスケット 524011 3371426 個

248 ボルト 524016 EN61x1045 個 28 28

249 フィルタエレメント 551B A08-010P 個

250 Oリング 552F12 3372300P12 個 18 18

251 0リング 552F16 3372300P32 個

252 Oリング 552G13 JB24014DXP10 個 36 36

253 Oリング 552G15 3372300P16 個 24 24

254 0リング 552L10 JB2401lAXP90 個

255 0リング 553A18 JB24014DXP12 個 12 12

256 Oリング 553A19 - JB24014DXP20 個

257 0リング 553A20 3372300P18 個 12 12

258 ボンデットシール 553AX KP―C-03 個 12 12

259 ガスケット 556Cll 4370424 個 12 12

260 ガスケット 556F3 JN14B1725 個

261 ボンデットシール 556FX KP―A-05 個 24 24

262 ナット 121A10 -  3370252 個 12 12

263 0リング 184A2  - JB2401lAXG180 個
ハ
０

264 ガスケット 21l A2  - 4370115 個
ハ
０

265 0リング 21l A4 4370192 個 12 12

266 クランクピン軸受(上 ) 221A2 2371826 個

267 クランクピン軸受(下 ) 221A3  -  2371827 個

268 ピストンリング(Top) 231A10 -  3372619 個

269 ピストンリング(2nd,3rd) 231 All -  3370134 個 12 12

270 スクレーパリング 231 AC - 5370683 個

271 平行ピン 241A12 - JB13543X16 個 12 12

272 ガスケット 241A13 - 4370286 個

273 0リング 241A24 - JB24014DXP20 個

274 0リング 241A25 - JB24014DXP16 個

275 0リング 241A26 - JB24014DXP12 個

276 止めねじ 241A32 - 4371391 個 48 48

277 止めねじ 241A33 JBl177HlRA― M8X10 個 48 48

278 ガイドリング 242A15 - 4374355 個 12 12

279 カーボンシールリング 242A18 3185061 個

280 シールリング 242A27 4374356 個 12 12

281 シールリング 242A28 - 4371404 個 12 12

282 0リング 242A30 - JB24014DXG200 個



番号 ロロ 目 規  格 単位 左舷 右舷
ノゝ
=エ

「

1口 l

283 0リング 242A31 4370429 個

284 0リング 242A33 JB24014DXP140 個 12 12

285 ガスケット 242A42 JN14B1016 個

286 シールリング 242A45 4371401 個 36 36

287 平止めねじ 242A47 - JBl177HIRA― M5X10 個 12 12

288 スプリングピン 242A48 - JB28088X16 個 18 18

289 ガスケット 242A50 4371150 個 18 18

290 ガスケット 242A51 4370221 個

291 ボル ト 242A55 4372689 個 48 48

292 ピストンリング 242A56 -  4371402 個

293 0リング 242A58 - JB24014DXP10A 個

294 スナップリング 242A60 - 4371179 個

295 バ ネ 242A61 4371450 個

296 カップラ 242A65 -  4372041 個

297 U―ナット 242A69 - JN89A10Xl.5 個 48 48

298 副弁完備 242AA 5371369 個

299 0リング 242AB8 - JB24014DXP20 個

300 0リング 242AC5 JB24014DXP14 個 12 12

301 0リング 242AG7 - JB24014DXP10 個

302 0リング 242AC8 - JB24014DXP14 個

303 ガスケット 248A8 4371256 個 12 12

304 ガスケット 248A9 4371184 個

305 防熱カバー 248Dl 3374607 個

306 シールリング 249B10 - 4371218 個

307 スプリングピン 249B112 - JB28082.5X12 個

308 0リング 249B113 - JB24014DXG27 個 12 12

309 0リング 249B114 - JB24014DXP7 個
ハ
０

310 廻止座金 249B18 - EN29Q5 個

311 0リング 249B20 - JB24014DXP31 個

312 バルブ 249B3 3371091 個
Ａ

Ｖ

313 0リング 31lA18 4370341 個

314 0リング 31l A20 - JB24014DXP14 個 12 12

315 0リング 322A7 JB24014DXG50 個 24 24

316 ボルト 51lA17 EN61X1235 個 48 48

317 ボルト 51lA18 EN61X1235 個 36 36

318 ガスヶット 51l A28 -  4370380 個

319 ガスケット 51lA29 4370381 個

320 0リング 552G13 - JB24014DXP10 個 18 18

321 0リング 552G15 -  3372300P16 個 12 12

322 0リング 553A18 JB24014DXP12 個 12 12

323 0リング 553A19 JB24014DXP20 個

324 0リング 553A20 3872300P18 個 12 12

).ノ



番号 ロロ 目 規  格 単位 左舷 右舷 合計

325 ボンデットシール 553AX KP―C-03 個 12 12

326 ガスケット 556Cll 4370424 個 12 12

327 ガスケット 556F3 JN14B1725 個

328 ボンデットシール 556FX KP―A-05 個 24 24

329 フレキシブルチューブ 551B83 -  3184729 個

330 フレキシブルチユーブ 551B84 -  3184725 個

331 フレキシブルチューブ 551B85 - 3184726 個
，

こ

332 フレキシブルチユーブ 552H23 -  3184728 個
４

〓

333 フレキシブルチューブ 552L4 3184722 個



男」糸氏2
項 目 品  目 等 規  格 単位 数量

^yl.'r\"y+Xt= 
l .o) 152673-01350 個

弁腕注油連絡管用0リング 152673-01810 イ固
う
０ 0リングlA、 P9 24311-000090 イ固 10
・
４ 冷却水連絡管用0リング 152673-01800 イ固 18

0リングlA、 P16 24311-000160 個 20

弁腕室蓋パッキン(ゴム ) 152623-11430 イ固

ハ
゛
ルフ
・
ステムシール 138654-11141 イ固 12

ノズルスリーブヨウパッキン 152623-11860 イ固

0リンク
・ P39(G902) 152633… 11750 イ固 12

10 ハ
°
ッキン(キュウキマニホルド、アナ4) 152623-12202 個

11 ハ
°
ッキン(ハイキマニホルド) 152623-13201 イ固

12 ゴムパッキン(FO出 ロコシケース) 137600-55910 個

13 ゴムパッキン(FOコシエレメント) 137600-55930 イ固

14 0リングlA、 P53.0 24311-000530 個 10

15 ハ
°
ッキン(スイッチコック) 148616-35130 イ固

16 ハ
°
ッキン(LOコシキエレメントヨウ) 152623-35160 イ固

17 0リンク
°
(卜
・
レンフ
°
ラク
・ヨウ) 148616-35590 個

18 0リンク
・
(ナイケイー130) 148616-35220 イ固

19 0リンク
°
(ナイケイー15.5)W=3 148616-35570 個

20 グランドパッキン 151623-59681 個 12



男1糸氏3

番号 品  目 規   格 単位 数量

ハ 133670-18261 個

ノヽ 152693-18421 個
Ｑ

Ｖ 148816-18404 イ固
４

．

゛
ンワ ユレ クカン0ユ 152673-01810 イ固

0 lAP9 24311-000090 イ固

0リンク
°
(lAP35.0) 24311-000350 個 12

0リンク
・
(lAP45.0) 24311-000450 イ固 12

０
０ ンヨ 01 152673-01800 個 18

0 | lAP16.0) 24311-000160 イ固 18

10 ヘツトハ 1 152673-01350 個

11 力
゛
スケツト(キユウキマニホールド) 152623-12202 イ固

12 ス イ マニホールト 152623-13201 個

13 へ・ンワンシツフタハ
°
ツキン(コ
・
ム) 152623-11430 イロ

14 ハ 133654-11141 個 24

15 ハ 24Xl 23414-240000 イ固

16 AG35 24321-000350 イ固

17 ハ ル 25Xl 23414-250000 イ固
＾

ｖ

18 ハ
°
ツキン(YAC15イン1 :―クーラ) 140673-18680 イ固

19 1 5ハ 140673-18690 個

20 ハ
°
ツキン(CヽA′フランシ

゛
132500-49250 イ固

五

〓

21 ハ ン( キテイ 136606-18192 イ固

22 ノヽ 43400-002901 イ固

23 ホ
゛
ウシヨクアエン(ナット40X40) 27200-400400 個

‘

一

24 ハ
°
ツキン(ホコ
゛
アエンヨ1 ,) 132310-09330 個

４

，

25 ハ
°
ツキン(CヽA′フランシ

°
)

132500-49250 個
■
４

26 ハ・,レフ
°
(0.36X6X150 140677-53001 個

27 FOヘ | 152623-53360 イロ

28 ハ 12Xl 23414-120000 個 12

29 0リンク
°
(lAP40.0) 24311-000400 イ固

30 ハ FOノスリレ 152623-11870 個

31 ハ キ丁 ) 152623-59421 イ固

32 テヨ ハ 152623-59450 個

33 ハ
°
ツキン(マル24Xl.0) 23414-240000 イ固

34 0リンク
°
(lAG35.0) 24321-000350 個

35 ハ
°
ツキン(マル25Xl.0) 23414-250000 個

36 オイルシール(KB5-14-5) 144626-52270 イ固
つ

‘

37 121820-52020 個

38 ハ サエ) 121820-52050 個

39 ハ
°
ツキン(マル25) 121820… 52200 個

40 01 121820-52260 イ固

41 ―ハ 4ミ l 135200-52320 個

42 132310-09331 イ固
４

．

43 ス ハ

.ル

132310-09332 個
И

■

44 ハ
°
ツキン(マル18Xl.0(同 L̈) 23414-180023 イ回

４

．

45 ハ 25Xl.0 上 23414-250031 イ固

46 オリマケ
・
サ
・力・ネ(潤 , ,由ホ

°
ンプ) 132310-09335 イ固

47 アンセ
・
ンヘ
・
ン(同 _上 ) 132310-09336 イロ

48 ハ
゛
ネ(アンセ
・
ンヘ
゛
ン)(1司上 ) 132310-09337 イ固

49 0リンク
°
(lAG155.0(同 _L) 24321…001550 イ固

50 ハ ン 上 152673-39160 個

51 0 及 136600-42040 1固
り
乙

∩_lA′ |′ ′`島

'―

ラ)

リヽル)

',*lt.r-
上 )

同

〕青フk ぴ海水ホ
°
ンプ)



52 マ : US304)(1司 _L) 132500-42301 イ固

53 ミス・キリリンク
・
(1司 L̈) 136600-42460 イ固

54 へ
゛
アリンク
゛
(ホ
・―ル6305(1司上) 24101-063054 個

55 へ・アリンク
・
(: :・
―ル 6205U ( 24102-062054 イ固

56 CWPヨウメカニカルシール (同上) 136600-42502 イ固

57 ・イルシール(TC304508(同 上 ) 24421-304508 個

58 トリツケタ
・
イハ
°
ツキン(,青フКホ

°
ンフ
°
) 140673-42140 イ固

59 ン 152623-42141 イ固

60 キ イ 137603-33221 イ固

61 ぎウシヨクアエン(ナット30X40) 27200-300400 イ固
ｎ
∠

62 ハ
°
ツキン(ホコ
・
アエン) 123210-09310 イ固

り

‘

63 ハ エ 132310-09330 イ固

64 トメワC(アナ62) 22252-000620 イ固

65 ハ
°
ツキン(セイスイクーラ) 148616-44200 イ固

66 01 lAG210.0 24321-002100 イ固
４

，

67 ハ 140623-48151 イ固

68 ハ .ン 152623-49331 個

69 アエントリツケヨウハ
°
ツキン 137800-33380 イ固

И

■

70 40 27200-400400 個
４

．

71 ノズルスリーブヨウパッキン 152623-11860 イ固

72 0リンク
・ P39(G902) 152633-11750 イ固 12

73 ゴムパッキン(FO出 ロコシケース) 137600-55910 イ固
，

こ

74 ゴムパッキン(FOコシエレメント) 137600-55930 イ固

75 0リングlA、 P53.0 24311-000530 個 10

76 ハ
°
ッキン(スイッチコック) 148616-35130 個

77 ハ
°
ッキン(LOコシキエレメントヨウ) 152623-35160 個

78 01 148616-35590 イ固

79 0リンク
°
(ナイケイー130) 148616-35220 個

80 0リンク
°
(ナイケイー15.5)W=3 148616-35570 イ固

81 XNN381014 イ固

82 ン ~ XNN210547 イ固

83
'゛

ロワ徊ilシールリンク
゛

XNN711004 イ固

84 スナッフ
°
リング XNN957104 個

４

．

同上 )



別 紙 4

番 号 品  目 規  格 単位 数量 備考

1 0リング アメロイド  No.19 イ固 8 主発電原動機用

2 0リング アメロイド  No.24 個 8 ′′

3 0リング アメロイド  No.25、 7mm□ 個 2 ′′

4 フィルタエレメント アメロイド No.26 個 32 ′′

5 0リング アメロイド No.19 個 2 補助発電原動機用

6 0リング アメロイド No.23 個 2 ′′

7 0リング アメロイド  No.25 個 4 ′′

8 フィルタエレメント アメロイド No.26 個 10 ′′

9 フィルターエレメント アメロイド No.9 個 21 潤滑油清浄機用

10 カバーパッキン アメロイド No.12 個 2 ′′

11 チヤンネルパッキン アメロイド No.13 個 1 ′′

12 デャンネルパッキン アメロイド  No.14 個 1 ′′

13 スリーブパッキン アメロイド No.15 個 7 ′′

14 トップナットパッキン アメロイド No」 6 個 7 ′′



別紙5

番号 品   目 規 格 単位 数量

1

電極ASSY(φ l10,3年寿命 )
主発電機室左右舷海水吸入箱用

トラテック製
海洋生物付着防止装置用 MGC700 本 2

2

電極ASSY(φ l10,3年寿命 )
主発電機室左右舷海水吸入箱用

トラテック製
海洋生物付着防止装置用 丁CC700 本 2

3

電極ASSY(φ l10,3年寿命 )
主発電機室高位海水吸入箱用

トラテック製
海洋生物付着防止装置用 MGC400 本 1

4

電極ASSY(φ l10,3年寿命)
主発電機室高位海水吸入箱用

トラテック製
海洋生物付着防止装置用 丁CC400 本 1

5

電極ASSY(φ l10,3年寿命 )
推進電動機室左右舷海水吸入箱用

トラテック製
海洋生物付着防止装置用 MGC300 本 2

6

電極ASSY(φ l10,3年 寿命 )
推進電動機室左右舷海水吸入箱用

トラテック製
海洋生物付着防止装置用 丁CC300 本 2



第二章 電気 。計器部

1 簡易型航海情報記録装置

簡易型航海情報記録装置 (古野電気株式会社製、VR-3000S)に ついて、整備認定事業

場等による年次点検整備を実施 し、受検する。 (整備記録表 2部提出 )



測量船 2隻定期修理

仕 様 書 その 2

(測量船拓洋 定期修理 )



第一章 船体部

1 船体入 出渠及び離接岸

(1)主 要 目

総 トン数   2, 497ト ン

全長     96.05m

巾冨      14. 2 0rn

深 さ     7.30m

(2)滞 架 日数

本修理 にかか る滞架 日数は、 16日 とす る。

なお、本章 3項 にかか る状況確認 の結果、滞架 日数 について変更 を要す る場合 は海

上保安庁船舶課 に速報す ること。

(3)要 領等

ア 入 出渠は、次の事項等 に十分配慮 し安全確実に行 う。

(ア )入 渠要領 図及び前回入渠時の盤木位置図を参照す る。

(イ )入 出渠 に伴 う トリム等の調整 は、船体局部 に過 大な荷重が加 わ ることのない よ う

慎重 に行 うもの とし、入渠後 の清海水 の排水及び トリム等 の調整用清海水 の注水

を行 う。

なお、入渠前 のタンクコンデ ィシ ョン調整 は乗員が行 うもの とす る。

(ウ )前 回入渠時の盤木位置 図、 ログ、音測等の船底付機器類 、シーチ ェス トの配置等

を潜水夫等 に よ り調査及び確認す る。

イ 離接岸 は、十分 な曳船 を使用 し安全確 実に行 う。

ウ 盤木位置図を 2部 (本 庁船舶課及び本船 に各 1部。以下同 じ。)提 出す る。

2 居住区等の防汚処置

修理仕様に指示するほか、次の防汚処置を本修理開始前に施工し、本修理完了後、同処

置を撤去の うえ掃き掃除を行 う。

(1)各 室床
ビニールシー トでカバーするc(各 出入 口踏板部を含む。)

操舵室            50ピ

通信区画           22ぷ

第一観測室         138ポ

第一公室           45ポ

第二公室           57ポ

第 1食器室           6ポ

第 2食器室           8ざ

機関操縦室          65ぷ

(2)各 通路床



ビニールシー トでカバーする。 (暴露部の通路を除き、各出入 口踏板部を含む。)

航海船橋甲板廊室        1ご

船橋甲板通路         10ポ

船首楼 甲板通路        50」
上甲板通路          70ぽ

下甲板通路          60ぽ

(3)各 階段
ステ ップ部は合板及び ビニールシー トで、ケコミ板、手招部等はビニールシー トで

カバーする。 (暴露部の階段を除く。)

航海船橋甲板～船橋甲板     1箇 所  4ポ

船橋甲板～船首楼甲板      1箇 所  3ポ

船首楼 甲板～上甲板        2箇 所  5ピ
上甲板～下甲板         3箇 所  6ポ

(4)各 室椅子、ソファ、テーブル

ビニールシー トでカバーする。

操舵室椅子           2脚

通信区画椅子          7脚

第一観測室椅子        11脚

第一公室椅子         26脚

第二公室椅子         40脚

機関操縦室椅子         2脚

通信区画 ソファ         1脚

第一観測室 ソファ        3脚

第一公室 ソファ         1脚

第二公室 ソファ         1脚
通信区画テーブル         1個

第一観測室テーブル        1個

第一公室テーブル         4個

第二公室テーブル         7個

3 船底外板
(1)船 底外板塗装

船底外板 (舵 、シヤフ トブ ラケ ッ ト、 ビル ジキール等 の付加物並び にシーチ ェス ト

及びバ ウス ラス タ蓋、 トンネル 内を含む。)に ついて、次 の清掃及び塗装等 を行 う。
なお、工程 については本項 (2)の 外板切替 えを十分 に留意 して行 うこと。
整備 に必要な足場の架設 、撤去 は付帯 とし、整備 に よ り生 じたかき殻類 は適法 に処

理す る。

(ア )清掃 、清水洗 い

4.イ



塗分線下外板                        1760ポ

(イ )塗膜不良部手入れ                       176ピ

デ ィスクサンダーによる。

(ウ )塗装

プライマー エポキシ樹脂系     タッチアップ 1回       193耐
A/C   エポキシ樹脂系     タッチアップ 2回       193ピ
A/F   力日水分解型       総塗装    1回      1760ポ

(工 )表示

喫水マークの表示          2回  一式

(オ )そ の他

ア シーチェス ト付格子は取外 し、手入れ、塗装後復 旧する。
イ 船底送受波部は内部の水を排出した上で清掃 し、以下の塗料を刷毛で 1回 塗装

する。

マルチビーム測深機送受波部 (浅海用) シリコン樹脂系防除塗料
その他の送受波部 (カ バープ レー ト) A/F 加水分解型

表面音速度計センサー部        塗装 しない

ウ 船底送受波部及び表層探査装置送受波部のカバープ レー トはウェス等で清掃 し

旧被膜除去後取 り外 し、プレー ト内区画の清掃、タッチアップ後、シール し復 旧

する。

ボル トやプ レー ト外縁のシ リコン充填が剥離 している場合は充填を行 う。

プ レー ト内区画の海水または清水の排水、注水は付帯 とする。

工 塗料は塗料メーカーが定める塗料要領等に従い施工 し、A/Fの 膜厚は 2年仕様

とする。

オ 使用 した A/C等 の塗料の製造所、製品名、使用量を明記 した報告書を 2部提出

する。

(力 )防汚処置等

ア 清掃及び塗装中における船底送受波部、電磁 ログ並びにプロペラ翼の防汚処置は

十分に行 う。

イ 排水管の木栓による閉鎖等、排水による外板の水漏れ防止を行 う。

(2)船 底外板切替

下記 2箇所の船底外板 (内鋼板含む)に ついて、状況を確認の うえ船底外板を切替

え、臨時検査を受検する。

本修理に伴 う工事の共通事項は (ア )～ (工 )の とお りとする。

<工事共通事項 >

・ 切替えに伴 う鋼材開先加工、溶接 ビー ド加工、歪み防止措置及び射水試験は付

帯 とする。

・ 機器及び配管等の取外 し及び復旧作業が下記 (ア )、 (イ )以外に生 じた場合は

船舶課に速報すること。



。 本修理 に伴 うの図書 (修理報告書及び工事写真 )を 作成 し各 2部 (各 1部本船

渡 し)提 出す る。
・ 本修理 に伴 う船底外板塗装 は本項 (1)に 含む。

(ア )補機室サニタ リーポ ンプ下部  船底外板 (FR.69～ FR.73 右舷側  C‐ 5板部 )

切替 え範 囲等は別紙 1を 参照の こと

<使用部材 (請 負造船所手配 )>
。外板   KA36 12t× 1200× 1500(曲 げ型作製及び 曲げ加 工含む )
。内鋼板  KA36 9t× 150× 600(曲 げ型作製及び 曲げ加 工含む )
。内鋼板  KA36 9t× 90× 600 (曲 げ型作製及び 曲げ加 工含む )

<付帯 >

・外板切替 え箇所塗装剥が し 2.5ポ

・ 内定板錆打ち手入れ     2ぽ
・ ビル ジキール (約 1500mm)取 り外 し及び復 旧
・配管 (40A× 2本 )の 取外 し復 旧

・サニ タ リーポンプ 2台 の取外 し復 旧

・外板切替箇所 のバ キュームテ ス ト

・ ビル ジキールのエアーテス ト

・部材運搬等の ク レー ン手配

・切替 え箇所 (船 内外 )の 削正

・照明装置 の架設及び撤去

・換気装置の架設及び撤去

・延焼防止措置

・作業箇所周辺 の養 生及び清掃

。焼損箇所 の下地処理

・ 内底板塗装 (ビ ス コン HB NT― L 黒  2回 塗装 ) 2ポ
。第 4重油 タンク清掃

(イ )主機室造水装置用冷却水ポ ンプ 船底外板 (FR.89～ FR.93 左舷側  C~6板 部 )
切替 え範囲等は別紙 2を 参照の こと。

く使 用部材 (請負造船所手配 )>
・外板   KA36 12t× 1400× 1500(曲 げ型作製及び 曲げ加 工含む )
。内鋼板  KA36 9t× 150× 1200 (曲 げ型作製及び曲げ加 工含む )
。内鋼板  KA36 9t× 90× 1200 (曲 げ型作製及び 曲げ加工含む )
。内鋼板  KA36 9t× 1300× 300 (ポ ンプ台下部切替 え )
<付帯 >

・ 内定板錆打 ち手入れ  2ぽ
・ ビル ジキール (約 1800mm)取 り外 し及び復 旧
・配管 (65A× 3本 、 125A× 2本 )、 こ し器 1台 の取外 し復 旧
・造水装置用冷却水 ポンプ 1台 の取外 し復 旧



・ ポンプ台下部の腐食箇所 (1300× 300)の切 り替 え
。外板切替箇所 のバ キュームテス ト

・ ビル ジキールのエアーテス ト

・部材運搬等 の ク レー ン手配

・切替 え箇所 (船 内外 )の 削正

・照明装置 の架設及び撤去

・換気装置の架設及び撤去

・延焼防止措置

・ 作業箇所周辺 の養生及び清掃

。焼損箇所の下地処理

・ 内底板塗装 (ビ スコン HB NT― L 黒  2回 塗装 ) 2ピ

4 船底保護亜鉛 陽極

次 の船底保護 陽極 (本船支給 )を 取替 える。

取外 した保護 陽極 は計測 し記録す る。 (計 測記録表 2部提 出 )

船尾管のガ ッ ト、ガー ドプ レー ト等の取外 し、復 旧は付帯 とす る。

ビル ジキール            300× 150× 50

舵板及び ラダーホー ン       300× 150× 50

シャフ トブラケ ッ ト        300× 150× 50

シー‐チ ェス ト           300× 150× 50
バ ウスラスタ蓋           300× 150× 50
バ ウス ラスタ トンネル        200× 100× 50

船尾管軸受部及びボス部       150×  70× 30

送受波器 スペース内        300× 150× 30

機 関室等内底            300× 150× 50

24個

12個

12個

7個

4個

4個

32個

6個

9個

5 船側外板

塗分線上の船側外板 (約 910ポ )に ついて、清掃及び清水洗いを行 う。

足場の架設撤去は付帯 とする。

6 清水タンク

(1)次 のタンクのマンホールを開放 し、清水洗浄、ローズボックスの解放清掃、

乗員による点検、マンホールパ ッキン (ネ オプレーン 5t)取 替え、復旧する。

タンク内の酸素検知、照明装置及び足場の架設、撤去は付帯 とする。

第 1清水タンク         90.43m3 (マ ンホール 2個 )

第 2清水タンク         90.43m3 (マ ンホール 2個 )

第 3清水タンク         49.43m3 (マ ンホール 2個 )

第 4清水タンク         49.43m3 (マ ンホール 2個 )



第 5清 水 タンク         35.55m3 (マ ンホール 2個 )

(2)次 のタンク (置 タンク)の マ ンホール を開放 し、清掃 、乗員 による点検 、
マ ンホール パ ッキン (ネ オプ レー ン 5t)取 替 え、復 旧す る。

清水圧 カ タンク 〔置〕 2個     1.00m3 (マ ンホール各 1個 )

(3)各 測深管、張込管及び吸引管の下端部並びに同下船底外板の点検 を行 う。

(4)各 清水 タンクに清水 を補給 し、 24時 間経過後、水質検査 を実施す る。

(合 格証 明書 2部提 出 )

7 汚物管等

(1)次 の汚物管を高圧洗浄する。

汚物管内の洗浄水は陸揚げ廃水処理する。

第 1便所～管付き波止弁          100A× 約 9m

第 2便所～三方切替弁～管付き波止弁    100A× 約 4m

第 3・ 第 4・ 女性用便所汚物集合管     100～ 150A× 約 7m

上記集合管～三方切替弁～管付き波止弁    150A× 約 4m

(2)三 方切替弁 (100A× 1個 、 150A× 1個 )を 取外 し、解放、清掃、点検、

招合せ、フランジパ ッキン (ネ オプ レーン 3t)取 替え、復旧する。

(3)次 の汚物管付波止弁を取外 し、開放、清掃、点検、招合せ、受検、フランジ
パ ッキン (ネ オプレーン 3t)取 替え、復旧する。

第 1,第 2便所船外排出用   (弁 符号 SL-101V) 100A× 2個

第 3,第 4便所船外排出用   (弁 符号 SL-151V) 150A× 1個

8 ミランダ式ボートケビット
左舷測量艇用 ミランダ式ボー トダ ビッ トについて、次の整備 を行 う。

艇 の陸揚げ、保管及び復 旧は付帯 とす る。

ア ランチ ングス トロープ 1組 (左 舷測量艇用 2本 )の フ ック、シャ ックル、スイベル等
の表面手入れ、 日視点検、非破壊検査 (X線検査 )を 行 う。

イ フ ックスプ リング、キャンパスカバーを取替 える。
ウ 非破壊検査記録及 を 2部提 出す る。
エ  ボー トダ ビッ ト吊索 を繰 出 し、 日視点検 、給脂 し復 旧す る。

9 空調装置
(1)第 4系 統 (化 学分析室 :USP5HRl)
ア コンデンサーの開放、点検、清掃

(ア )チ ューブ内清掃、保護亜鉛、パ ッキンの交換を行 う。
(イ )通 水確認、試運転確認を行 う。



(ウ )以 下の部品を交換す る。 (請 負造船所手配 )

Aコ ンデ ンサー前蓋パ ッキン φ 145 1枚

Bコ ンデ ンサー後蓋パ ッキン φ 145 1枚

C保 護亜鉛 30× 20× 20 2個

D保 護亜鉛 50× 25× 20 3個

E保 護亜鉛用パ ッキン φ 16 5個

F取 付ボル ト M5 5個

G六 角ボル ト M5 5個

(2)第 5系 統 (機 関操縦室 )

ア コンデ ンサーの開放 、点検 、清掃

(ア )チ ューブ内清掃 、保護 亜鉛、パ ッキンの交換 を行 う。

(イ )通 水確認 、試運転確認 を行 う。

(ウ )以 下の部 品を交換す る。 (請 負造船所手配 )

Aコ ンデ ンサー前蓋パ ッキン φ 145 1枚

Bコ ンデ ンサー後蓋パ ッキン φ 145 1枚

C保 護亜鉛 30× 20× 20 2個

D保 護亜鉛 50× 25× 20 3個

E保 護亜鉛用パ ッキ ン φ 16 5個

F取 付ボル ト M5 5個

G六 角ボル ト M5 5個

(3)第 6系 統 (重 力計室 )

ア コンデ ンサーの開放、点検、清掃

(ア )チ ューブ内清掃 、保護亜鉛 、パ ッキンの交換 を行 う。

(イ )通 水確認 、試運転確認 を行 う。

(ウ )以 下の部 品を交換す る。 (請 負造船所手配 )

Aコ ンデ ンサー前蓋パ ッキン φ 145 1枚

Bコ ンデ ンサー後蓋パ ッキン φ 145 1枚

C保 護亜鉛 30× 20× 20 2個

D保 護亜鉛 50× 25× 20 3個

E保 護亜鉛用パ ッキン φ 16 5個

F取 付ボル ト M5 5個

G六 角ボル ト M5 5個

10 揚錨機

揚錨機について、次の整備を行 う。

(1)解 放、清掃、点検、給脂、組立調整、復 旧し、作動確認を行 う。

(2)ブ レーキライニング (請負造船所手配)を 取替える。

(ア )チ ェーン ドラム用  1460L× 100B× 8t  2個



(イ )ホ ーサー ドラム用  1460L× 100B× 8t  2個

11 効力試験等

有害水バラス ト排出防止設備等にかかる第二種中間検査を受検する。

12 検査 。計測記録等

本仕様に基づ く船体部の次の検査 。計測記録等は、取 りまとめの うえ 2部製本 し、本

庁船舶課及び本船に各 1部提出する。

1 (3)盤 木位置図

3 (1)オ 塗料報告書

3 (2)修 理報告書及び工事写真
4 船底保護陽極計測記録表
6 (4)水 質検査合格証明書
12効 力試験受検記録
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第 章 機関部

1 右舷主機 【分割中検】
<要 目>

型 式 :6S40B

製造所 :富 士デ ィーゼル

出力 ×回転速度 :1, 912kW(2, 600PS)× 340min^-1

シリンダ数 ×径 ×行程 :6× 400mm× 580mm

次のとお り開放、整備、受検、本船支給する別表 1記載物品を取替え、組立て及び復旧

すること。

試験及び計測については、記録表を 2部 (本庁 1部 、本船 1部 )提 出すること。

(1)シ リンダカバ

ア 陸揚げ、開放、清掃、手入、受検、組立調整及び復 旧す る。      6組

イ パ ッキン類、0リ ング及び回 り止めを取 り替える。          6組

ウ 排気弁を招 り合わせる (機械加工を含む )。               6組
工 吸気弁を招 り合わせ る (機械加工を含む )。               6組
オ 始動弁を招 り合わせる。                       6組
力 指圧器弁を招 り合わせる。                      6組
キ 排気弁箱シー トリングとシリンダカバの当た り面を招 り合わせ る。   6組

ク 燃料噴射弁を開放、清掃及び噴射圧力調整をす る。

(27.45ヽ IPa l又 は 280kgf/cn12)。        6糸且

ケ 水衣部を薬品洗浄する (排気弁箱を含む )。
コ 動弁装置を開放、清掃、手入、組立調整及び復 旧す る。         6組

サ 次の試験及び計測

(ア )染色探傷試験 (シ リンダカバ及び吸排気弁)            6組

(イ )計測 (吸排気弁及びガイ ド間隔)                 6組

(ウ )計測 (動弁装置軸受間隙)                    6組

(工 )計測 (吸排気弁シー ト部厚み及びシー ト部内径)          6組

(2)ピ ス トン及び連接棒

ア  ピス トン

(ア )抜 出し、開放、清掃、手入、受検、組立調整及び復旧する。

(イ )ピ ス トンリング、オイル リング、パ ッキン類、0リ ング及び回 り止めを取替える。

(ウ )ピ ス トン冷却室及び冷却管を薬品洗浄す る。

イ 連接棒を開放、清掃、手入、受検、組立調整及び復旧する。

ウ クランクピン軸受を開放、清掃、手入、受検、組立調整及び復 旧する。

エ ピス トンピン及び同軸受

(ア )開放、清掃、手入、受検、組立調整及び復旧する。

(イ )パ ッキン類、0リ ング及び回 り止めを取 り替える。



オ 次の試験計測 を行 う。

(ア )磁気探傷試験 (ピ ス トンピン及び連接棒 )

(イ )磁気探傷試験 (ク ランク ピンボル ト)

(ウ )染色探傷試験 (ピ ス トン )

(工 )計 測 (ピ ス トン外径及び リング溝 )

(オ )計測 (ピ ス トン リングの幅、厚 さ及び突合 間隙 )

(力 )計測 (ピ ス トン ピン外径及び硬度 )

(キ )計測 (ピ ス トン ピンブ ッシュ内径及び ピス トンピンホール 内径 )

(ク )計測 (ピ ス トン頂部間隙 )

(ケ )計測 (ク ランクピンメタル 間隙 )

(コ )ピ ス トンピンメタル、 クランクピンメタル受圧面のケル メ ッ ト

露 出状況 を確認す る。

(3)ク ランク軸及び主軸受

ア クランク軸 (ク ランク室 )

デ フ レクシ ョン計測 (開 放前 、復 旧後及び試運転後 )

イ 主軸受

解放、清掃 、点検、組立調整 、復 旧

締付ボル ト点検

ウ 基準軸受

解放 、清掃 、点検

エ  バ ランス ウェイ ト

クランク軸 との取付部点検

オ  出力軸端 シール部

油切 リリング等点検

(4)カ ムケース及びギヤケース

ア カム軸、カム、 ロー ラ及び ロー ラガイ ドの 目視点検 を行 い受検す る。
イ クランク歯車、中間歯車及びカム歯車の歯 当 りを点検 し受検す る。
(5)燃 料噴射 ポンプ

ア 吐出弁 を開放、清掃 、招合せ及び復 旧す る。
イ パ ッキン類 、0リ ング及び回 り止 めを取 り替 える。
ウ 噴射時期 の調整 を行 う。
(6)過 給機

ア 開放 、清掃 、手入、組立調整及び復 旧す る。
イ パ ッキン類 、0リ ング及び回 り止 めを取 り替 える。
ウ 水衣部 を薬 品洗浄す る。
工 玉軸受 を取 り替 える。
オ  次の試験及 び計測 を行 う。
(ア )圧 力試験 (清水側 0.39MPa又 は 4kgf/c m2)

各 6本

24本

6個

6個

各 6個

6個

各 6個

6個

6個

6個

1式

7組

1組

6個

1個

.,' ノ

1台



(イ )染 色探傷試験 (過給機 ロー タ、 ノズル及びデ ィフューザ)     1式

(ウ )計 測 (過 給機 回転部門隙及びケー シング肉厚 )

(7)熱交換器

ア 空気冷却器

(ア )開 放、清掃 、手入、組立調整及び復 旧す る (陸揚 を含む )。

(イ )ガ スケ ッ ト、保護亜鉛等 を取 り替 える。

(ウ )海 水流路 を薬 品洗浄す る。

(工 )圧 力試験 を行 う (海 水側 0.6MPa又 は 6.lkgf/c m2、 空気側 0.6M

Pa又 は 6.lkgf/c m2)

イ 潤滑油冷却器

(ア )開 放 、清掃 、手入 、組立調整及び復 旧す る (陸揚 を含 む )。

(イ )ガ スケ ッ ト、保護亜鉛等 を取 り替 える。

(ウ )海 水流路 を薬 品洗浄す る。

(工 )圧 力試験 を行 う  (海 水側 1.OMPa又 は 10.2kgf/c m2、

潤滑油側 1.2MPa又 は 12.2kgf/c m2)。

ウ 清水冷却器

(ア )開 放、清掃 、手入、組立調整及び復 旧す る (陸揚 を含む )。

(イ )ガ スケ ッ ト、保護亜鉛等 を取 り替 える。

(ウ )海 水流路 を薬 品洗浄す る。

(工 )圧 力試験 (海水側 1.OMPa又 は 10.2kgf/cm2、 清水側 1.2MPa又 は 12.2kgfた m2)。

(8)ク ランク室、架構

ア クランクケース点検蓋 を開放及び復 旧す る (ド アパ ッキンの取替 を含む )。

イ 主軸受締付 ボル トを点検す る。

(9)諸 管

吸気管、排気管の解放、清掃 、点検 、管取付面招合せ 、組立調整 、復 旧す る。

防熱覆 い取外 し、復 旧は付帯 とす る。

(10)こ し器

ア 燃料油第二 こ し器
エ レメン トを清掃 し、超音波洗浄及び点検す る。

イ 潤滑油第二 こし器
エ レメン トを清掃 、超音波洗浄及び点検す る。

(11)試 運転

試運転立会い

ア 復 旧後、乗員が操縦す る係留運転及び海 上運転 に立 ち会 う。

イ その他乗員 が行 う始動試験、警報試験、操縦場所切 替試験、回転制御試験 、翼角制

御試験 、前後進試験及び危急停止試験 に立ち会 う。

(12)そ の他

ア 機 関室天蓋 を取外 し、重量物 の陸揚 げ、保管及び積込み を行 い、同天蓋のパ ッキン



取替 えの うえ復 旧す る。

イ 復 旧後、乗員が行 う係留運転及び海上運転 に立会 う。
ウ その他乗員 が行 う始動試験、警報試験、操縦場所切替試験、回転制御試験 、翼角制
御試験 、前後進試験及び危急停止試験 に立会 う。

工  整備完了後、周囲の汚れ を清掃 し、修理前の状態 に復 旧す る。
オ 整備 に伴 い発生 した廃 油、 ビル ジ、冷却清水等 については、適法に処分す る。
また、汚損部は清掃 を行 う。

2 2号 主発電原動機 [分割 中検 ]
<要 目>

2号主発電機原動機

型式 :6N165L一 EW

製造所 :ヤ ンマー

出力 ×回転速度 :530kW(720PS)× 1200min-1

シ リンダ数 ×径 ×行程 :6× 165mm× 232mm

次の とお り開放、整備 、本船支給す る別紙 2記載物 品を取替 え、受検、組立調整及び

復 旧す ること。

試験及び計測 については、記録表 を 2部 (本 庁 1部 、本船 1部 )提 出す ること。

(1)シ リンダカバ

ア 開放 、清掃 、手入れ、組立て及び復 旧す る。

(陸揚 げ、動弁腕及び燃料噴射弁 の分解 を含む。)         6組

イ パ ッキン類及び 0リ ングを取替 える。              6組

ウ 水衣部 を薬 品洗浄す る。
工 吸気弁 を招合せ る。 (機械加 工 を含 む)             12本
オ 排気弁 を招合せ る。 (機械加 工 を含む)             12本
力 燃料噴射弁 の ノズルチ ップを交換す る。
また、噴射圧力 を 34.0± 0.5MPaに調整す る。          6個

キ 次の試験及び計測 を行 う。
(ア )圧 力試験 (清 水側 0.39MPa)

(イ )染 色探傷試験 (シ リンダカバ及び吸排気弁 )         各 6個

(ウ )染 色探傷試験 (吸排気弁 ばね)                6個
(工 )計 測 (排 気ガス通路部 内厚 (磨 耗確認 ))           6個
(オ )計 測 (吸排気弁 と弁案 内の間隙 )               6個
(力 )計 測 (吸 排気弁厚 さ)                    6個
(キ )計 測 (吸排気弁のシー ト幅 )                 6個
(ク )計 測 (吸 排気弁座の当 り部径及び シー ト部 内径 )      各 6個
(ケ )計 測 (動 弁装置軸受間隙 )



(2)ピ ス トン及び連接棒

ア  ピス トン

(ア )開 放 、清掃 、手入れ、受検、組 立調整及び復 旧す るこ と。

(イ )パ ッキン類 、 Oリ ング及び回 り止 めを取 り替 えること。

(ウ )ピ ス トン リング及びオイル リングを取替 えること。

イ 連接棒

(ア )開 放 、清掃 、手入れ、受検 、組立調整及び復 旧す ること。

ウ クランク ピン軸受

(ア )開 放、清掃 、手入れ 、受検、組立調整及び復 旧す ること。

エ  ピス トンピン及び同軸受

(ア )開 放、清掃 、手入れ、受検、組立調整及び復 旧す るこ と。

(イ )パ ッキン類 、○ リング及び回 り止 めを取 り替 えること。

オ 次の試験計測 を行 うこと。

(ア )磁気探傷試験 (ピ ス トンピン )

(イ )磁気探傷試験 (連接棒 )

(ウ )磁気探傷試験 (連接棒 ボル ト及びセ レー シ ョン部 )

(ウ )磁 気探傷試験 (ク ランク ピンボル ト)

(工 )染 色探傷試験 (ピ ス トン )

(オ )計 測 (ピ ス トン外径及び リング溝 )

(力 )計 測 (ピ ス トン リングの幅、厚 さ及び突合せ 間隙 )

(キ )計 測 (ピ ス トンピン外径及び硬度 )

(ク )計測 (ピ ス トンピン軸受 内径及び ピス トン ピンホール 内径 )

(ケ )計測 (ピ ス トン頂部間隙 )

(3)ク ランク軸及び主軸受

ア クランク軸及び主軸受

開放 、清掃 、手入れ 、受検 、組立、調整調整及び復 旧す ること。

イ カムケース点検蓋

(ア )開 放 、清掃、手入れ、受検 、組 立調整及び復 旧す ること。

(イ )カ ム軸 を点検す ること。

(ウ )カ ム ロー ラを点検す ること。

ゥ ギヤケース点検蓋

(ア ) 開放、清掃 、手入れ 、受検 、組 立調整及び復 旧す ること。

工 次の試験計測 を行 うこと。

(ア )染 色探傷試験 (ク ランク軸 )

(イ )計測 (ク ランク ピン外径及び軸受 間隙 )

(ウ )計測 (主軸受間隙 )

6個

6個

6個

6組

6本

6本

6組

24本

6個

上下 7組

(工 )計測 (ク ランクアームのデフレクション、開放前、復旧後及び試運転後 )

(オ )計測 (伝 動歯車頂背隙 )



(力 )計 測 (カ ム軸軸受間隙 )

(4)燃料噴射 ポ ンプ

ア 開放 、清掃 、手入れ、組 立、調整及び復 旧す ること。
イ 噴射時期の調整 を行 うこ と。

(5)過 給 機 (IHI― VTR160)

ア 開放、清掃 、手入れ、受検 、組 立調整及び復 旧す ること。

イ パ ッキン類 、 Oリ ング及び回 り止 めを取 り替 えるこ と。

ウ 水衣部 を薬 品洗浄す ること。
工  玉軸受 を取 り替 えること。

オ 保護亜鉛 を取 り替 えるこ と。

力 次の試験計測 を行 うこと。

(ア )圧 力試験  0.39MPa

(イ )染色探傷試験 (過給機 ロー タ )

(ウ )染色探傷試験 (過給機 ノズル・ デ ィフューザ )

(工 )計測 (過 給機 回転部間隙 )

(6)熱交換器

ア 空気冷却器 (25m^2)

(ア )開 放、清掃 、手入れ 、組立調整及び復 旧す る。

(イ )パ ッキン類、 0リ ング及び回 り止 めを取替 える。

(ウ )空気流路及び海水流路 を薬品洗浄す る。

(工 )保護亜鉛 を取替 える。

(オ )圧 力試験 を行 う。 (海水側 O.39MPa)

イ 潤滑油冷却器 (4.55m^2)

(ア )開 放 、清掃 、手入れ 、組立調整及び復 旧す る。

(イ )パ ッキン類、 0リ ング及び回 り止 めを取替 える。

(ウ )潤 滑油流路及び海水流路 を薬 品洗浄す る。

(工 )保護亜鉛 を取替 える。

(オ )圧 力試験 を行 う。

(海水側 0.39MPa、 潤滑油側 0.39MPa)

ウ 清水冷却器 (2.78m^2)

(ア )開放 、清掃、手入れ、組立調整及び復 旧す る。
(イ )パ ッキン類、 0リ ング及び回 り止 めを取替 える。
(ウ )清 水流路及び海水流路 を薬 品洗浄す る。
(工 )保護亜鉛 を取替 える。

(オ )圧 力試験 を行 う。 (海 水側 0.39MPa、 清水側 0.39MPa)
(7)ク ランク室及び架構

ア 点検 、清掃す ること。
イ  ドアパ ッキンを取 り替 えること。



ウ 保護 亜鉛 を取替 えること。
工 次 の試験計測 を行 うこと。

(ア )圧 力試験 (架構 [ラ イナ装着状態 ])  0.4MPa

(8)諸 管

ア 吸排気集合管、燃料油管、燃料油 ドレン、潤滑油管及び冷却清水集合管 を開放、清掃

手入れ及び復 旧す る。 (取付面招合せ を含む。)

イ 管内壁 の腐食点検 を行 う。

ウ 排気管伸縮継手 について、染色探傷試験 を行 う。
工 防熱覆 の取外 し及び復 旧は付帯 とす る。

(9)こ し器

ア 燃料油 こし器                1式

(ア )開 放、清掃 、組 立調整及び復 旧す る。

(イ )エ レメン トを清掃す る。

イ 潤 滑油 こし器                1式

(ア )開 放、清掃 、組 立調整及び復 旧す る。

(イ )エ レメン トを清掃す る。

ウ 過給機用潤滑油 こし器

(ア )開 放 、清掃 、組立調整及び復 旧す る。

(イ )エ レメン トを交換す る。

(10)試験立会い

ア 復 旧後、乗員が操縦す る係留運転及び海 上運転 に立会 うこと。

イ その他 、調速機試験及び安全装置作動試験 に立 ち会 うこ と。

(11)そ の他

ア 重量物 の陸揚 げ、保管及び積み込み

機 関室の天蓋 を取 り外 し、同パ ッキン取 り替 え及び復 旧並びに特記 なき重量物

等の陸揚 げを含む。

イ清掃

整備 に伴い発生 した廃油、 ビル ジ、冷却清水等 については、適法 に処分す る。 また、

汚損部 の清掃 を行 う。



別紙 1

右舷主機関 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数  量 備  考

1 クランク室窓蓋パッキン (扱側) A78200-4 個
測量船拓洋
主機 (型式 :6S40B)

2
クランク室窓蓋パッキン (反扱
側 )

A78200-5 個

カムケース窓蓋パ ッキン A78200-11 個

4 カムケース窓蓋パ ッキン A78200-12 個

リングパッキン (ラ イナ&ヘ ッ
ド)

A78205-3 個

6
シリンダヘッド側蓋パッキン

(A)
A201662-10 個

7
シ リンダヘ ッド側蓋パッキン

(B)
A201662-11 個

シリンダヘッド側蓋パッキン

(C)
A201662-12 個

9
シリンダヘ ッド側蓋パ ッキン

(D)
A201662-13 個

10
ンリンダヘ ッド側蓋パ ッキン

(E)
A201662-14 12 個

11
シリンダヘッド盲蓋角形パッキ
ン

A201662-20 個

12
排気弁箱冷却水継手リングパツ
キン

A201662-43 24 個

13 排気弁箱冷却水継手ゴムリング A201662-44 24 個

14
インジケータコック取付金物リ
ングハッキン

A201662-73 個

15
インジケータコック取付金物リ
ングハッキン

A201662-80 個

16 吸気弁止め輪 A32362-8 12 個

17 排気弁止め輪 A36655-8 個

18 排気弁箱用プレーンリング A36655-12 12 個

19 排気弁箱外周0リ ング A36655-14 12 個

20 排気弁ロー トキャップ皿バネ A40765-3 12 個

21
排気弁ロートキャップコイルバ
ネ

A40765-4 84 個

22 排気弁ロー トキャップ止め輪 A40765-5 12 個

23 排気弁ロー トキャップ鋼球 A40765-6 84 個

24 始動弁○リング A32456-12 個

25 始動弁割ピン A32456-13 個

12



別紙 1

右舷主機関 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数 量 備  考

26 始動弁 リングパッキン A32365-14 個

27
燃料弁キャップナットガスケッ
ト

A24701-1-11 個

燃料弁コネクターガスケット A24701-1-21 個

29
燃料弁 ドレンジョイン トガス

ケット
A24701-1-28 12 個

30 燃料弁 リングパッキン A24701-3 個

31 シリンダ安全弁リングパッキン A33041-8 個

32 シリンダ安全弁○リング A33041-11 個

33
インジケータコックリングパツ
キン

A46170-38 個

34 弁腕囲窓用ゴムヒモ A28644-10 個

35 高圧管ゴム栓 A28644-16 個

36 ピス トン○リング 26166A-7 個

37 ピストンリング TOP A36587-6 個

38 ピス トンリング ヽ 2・ 3・ 4 A36587-7 18 個

39 オイルリング A36587-8 12 個

40
クランクピンメタル締付ボル ト
割ピン

A36587-14 24 個

41 弁腕用0リ ング A28645-11 30 個

42 補機駆駆動箱防振ゴム継手 A201648-4 個

43 補機駆動箱オイルシール A201648-9 個

44 補機駆駆動箱玉軸受 A201648-15 個

45 補機駆駆動箱Oリ ング A201648-18 個

46 補機駆駆動箱盲蓋パッキン A201648-28 個

47 補機駆駆動箱玉軸受 A201648-33 個

48 補機駆駆動箱小判形パッキン A201648-35 枚

49 停止用空気シリンダOリ ング A42626-4 個

50
停止用空気シリングリングパッ
キン

A42626-7 個

28



別紙 1

右舷主機関 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数  量 備  考

51
燃料ポンプデフレクターガス

ケット
A32860-8 個

52 燃料ポンプ吐出弁ガスケット A32860-16 個

53 燃料ポンプ吐出弁0リ ング A32860-34 個

54 燃料ポンプスナップリング A32860-55 個

55
燃料ポンプジョイントガスケッ
ト

A32860-94 12 個

56 燃料ポンプ空気抜栓ガスケット A32860-111 個

57
th*Itfitr>J4 2.:1v y
yr* A46149-4 枚

58 冷却水ポンプメカニカルシール A46149-10 個

59 冷却水ポンプOリ ング A46149-11 個

60 冷却水ポンプOリ ング A46149-12 個

61 冷却水ポンプオイルン~ル A46149-13 個

62 冷却水ポンプベアリング A46149-14 個

63 冷却水ポンプベアリング A46149-15 個

64 冷却水ポンプ駆動装置歯付座金 A25880-4 個

65 冷却水ポンプ駆動装置玉軸受 A25880-5 個

66
冷却水ポンプ駆動装置スナップ
リング

A25880-7 個

67 過給機給気出ロパッキン A28784-9 個

68 空気冷却器パッキン A28784-10 個

69 給気管丸型パッキン A28784-11 個

70
給気枝管パッキン (ヘ ッド入
口 )

A28784-12 個

71 排気管パッキン (過給機入日) A28777-14 個

72 排気管パッキン (過給機出日) A28777-15 個

73 排気管
パッキン (排気出口金物

用 ) A28777-16 個

74 排気管パッキン (ヘ ッド出日) A28777-17 個

75 排気管パッキン (伸縮継手用 ) A28777-19 14 個



別紙 1

右舷主機関 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数 量 備  考

76 過給機ガスシール NHP40A-105 個

77 過給機軸受 (ブロワー側 ) NHP40A-112 個

78 過給機軸受 (タ ービン側 ) NHP40A-125 個

79 過給機水室蓋パッキン NHP40A-202 個

80 過給機水室蓋パッキン NIID40A-206 個

81 過給機水室蓋パッキン NIP40A-304 個

82 過給機油面計パッキン NHP40A-606 個

83 過給機ノゾキ窓パッキン NHP40A-619 個

84 過給機エンドカバーパッキン NHP40A-624 個

85 過給機小物部品キット NHP40A-900 個

86 空気冷却器水室ガスケット A201665-6 個

87 空気冷却器U― ガスケット A201665-7 個

88 空気冷却器防食板 A201665-12 個

89 空気冷却器防食板座ガスケット A201665-13 個

90
給気加熱器出入口側水室ガス

ケット
A201665-19 個

91
給気加熱器返 り側水室ガスケッ
ト

A201665-20 個

92 潤滑油こし器パッキン A34913-A2 個

93 潤滑油こし器パッキン A34913-A8 個

94 潤滑油こし器パッキン A34913-A19 個

95 潤滑油こし器パッキン A34913-A22 個

96 潤滑油こし器パッキン A34913-33 個

97 潤滑油こし器パッキン A34913-C9 個

98 燃料高圧管リングパッキン A29267-5-20 12 個

99 燃料油第 2こ し器パッキン A33487-A-4 個

100 燃料油第 2こ し器パッキン A33487-A-13 個



別紙 1

右舷主機関 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数  量 備  考

101 燃料油第 2こ し器パッキン A33487-A-17 個

102 燃料油第 2こ し器パッキン A33487-3-7 個

103 冷却水管小判型パッキン A29271-3 個

104 冷却水管小判形パッキン A29271-8 10 個

冷却水導管角形パッキン A29271-14 24 個

106 冷却水ヘッド出口角形パッキン A29271-18 個

107 冷却水加減コックパッキン A29271-20 12 個

108 給気加熱器配管パッキン A201667-15 個

109 給気加熱器配管パッキン A201667-16 個

110 給気加熱器配管パッキン A201667-17 個

111 冷却水加減コックOリ ング A34381-4 個

112 冷却水加減
コックリングパッキ

ン
A34381-5 個

113 始動空気枝管リングパッキン A29275-5 16 個

114 始動空気枝管リングパッキン A29275-9 個

115 始動空気枝管角形パッキン A29275-13 個

潤滑油冷却器防蝕亜鉛 A36658-12 16 個

117 潤滑油冷却器ガスケット A36658-16 枚

118 潤滑油冷却器ガスケット A36658-18 枚

119 清水冷却器防蝕亜鉛 A36660-12 16 個

120 清水冷却器ガスケット A36660-16 枚

121 清水冷却器ガスケット A36660-18 枚

以下余白

105

116



別紙 2

2号発電用原動機 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数 量 備  考

1 力・スケット(ヘット・ T=2 0 133688-01393 個
拓洋2号発電用原動機
分割中検 (型式:6N165LEW)

2 力'スケット(シリンタ・ソクフタ 152623-01414 個 6

3 力
・スケット(ソクフタ 133670-01460 個 6

4 ハ
・
ッキン(カムシッフタマト 133614-01981 個 6

5 シール(ハ
・ルフ・ステム 126628-11150 個 12

6 シール(ハ
・
ルフ
・ステム フッソ 133654-11141 個 12

7 0リンク
°
(55 0902 152633-11820 個 12

8 0リンク
°
(45 0902 14X70 152633-11830 個 12

9 ハ・ッキン(マル D26/19 T2 137600-53091 個 6

10 ハ
・
ッキン〈ホ
・ンネット 133670-11280 個 6

11 0リンク
・
(lAP12 0 24311-000120 個 10

12 ハ・ッキン(キユウキヘ・ント
・ 138614-12311 個

13 ハ
・
ッキン(シリンタ
・ヘット・イリク・チ 133614-12210 個 6

14 ハ
・
ッキン(ヘット
・テ・ク
・
テ 138614-13200 個 6

15 ハ
・
ッキン(ターヒ
・ンイリク
・チ 133670-18400 個 1

16 サーヒ
・スKIT(1 XNP22A14L1 0 個 1

17 サーヒ・スKIT(2 XNP22A1 4K21 個 1

18 フイルタ(フ
・レ XNU1 4N85N1 9 個

19 力・スケット(ターヒ
・ンテ
・
ク
・チ 133644-18380 個 1

20 ハ
・
ッキン(カク AT14 133644-18710 個 1

21 ハ
・
ッキン(ヘッタ・ テ・イリク

・チ 138614-18760 個 1

22 ハ・ッキン(カエシヘッタ・ 133614-18770 個 1

23 ホ
・
ウシヨクフエン(ナット40X40 27200-400400 個 4

24 ハ・ッキン(ホ
・ウショクアエン 132310-09330 個 4

25 ハ
・
ッキン(カク 133614-49200 個 4

6

1



2号発電用原動機 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数 量 備  考

26 ハ
・
ッキン(クウキテ・イリク・テ 136606-18192 個 2

27 t\')+, 133688-18180 個 1

28 ′ヽ
・
ッキン(フ・ロアテ・ク・チ 133854-18340 個 1

29 力
・スケット 147673-13250 個 2

30 リンク
・
SET(ヒ
・
ストン 733644-22500 個 6

31 0リンク
・
(lA6155.0 24321-001550 個 2

32 ホ・ウシヨク7エン(ナット40X40 27200-40()400 個 2

33 ハ
・
ッキン(アエントリツケ 137800-33380 個 2

34 ′ゞツキン(マル 10Xl.0 23418-100000 個 10

35 ハ
・
ッキン(エレメント 146673-35160 個 2

36 0リンク
°
(ナィクィ=15.5 W=3 148616-35570 個 2

37 0リンク
°
(ナイケイ=130 148616-35220 個 2

38 ハ
・
ッキン(キリカエコック 148616-35130 個 2

39 0リンク・(lAP53 0 24311-000530 個 10

40 エレメント(L0 15/40ミ クロン 141646-35091 個 1

41 シール(サーモスタット 123682-48570 個 2

42 0リンク・(lAG65.0 24321-000650 個 10

43 t\' )+:) 43400-002931 個 1

44 ハ
・
ッキン(ターヒ・ンLOイリク・チ 43400-002971 個 1

45 l\' 1+, 148016-39491 個 1

46 サ・力・ネ(オリマケ・ 141616-42270 個 1

47 カラー(レイキャクスイホ
・ンフ・ T=3 147673-42260 個

48 シール(メカニカル 137610-42492 個 1

49 0リンク
・
(レイキャクスイホ

・ンフ・ 137610-42050 個 1

50 0リンク
・
(lAP28 0 24311-000280 個 10

1



2号発電用原動機 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数  量 備  考

51 オイルシール(TC355511 24421-355511 個 1

52 ハ・ッキン(シ・クウケハ・コ 132300-42140 個 1

53 へ・7リンク・ (ホ
・―ル 6307 24101-063074 個 1

54 へ・アリンク
°
(ホ
・―ル 6207U 24102-062074 個 1

55 力・スケット(スイシツフタ 132654-11732 個 1

56 r\' tl't 133614-42120 個 1

57 サ・力・ネ(オリマケ
・ 141616-42270 個

58 カラー(レイキャクスイホ
・ンフ・ T=3 147673-42260 個

59 シール(メカニカル 148620-42331 個

60 0リンク
°
(lAP28 0 24311-000280 個 10

61 t\' )+r(i' ,llt\'7 132300-42140 個 1

62 オイルシール(TC355511 24421-355511 個 1

63 へ・7リンク
°
(ホ
・―ル 6307 24101-063074 個 1

64 へ・アリンク
°
(ホ
・―ル 6207U 24102-062074 個 1

65 0リンク
°
(lAG210 0 24321-002100 個 4

66 ハ
・
ッキン(セイスイクーラ A 146613-44400 個 1

67 ハ・ッキン(セイスイクーラ B 146613-44410 個 1

68 ホ・ウシヨクアエン〈ナット40X40 27200-400400 個 3

69 ハ
・ッキン(ホ・ウシヨクアエン 132310-09330 個 3

70 ハ
・
ッキン(アエントリツケ 137800-33380 個 3

71 ハ
・
ッキン(フイラ 120445-44611 個 1

72 サーモスタット(71・ 0 140623-48250 個 4

73 ハ
・
ッキン(サーモスタット 140623-48151 個 2

74 ハ
・
ッキン(レイキヤクスイ 152623-49331 個 1

75 ハ
・
ッキン(コハ
・ン 31Xl.5 133670-49331 個

1

1

1



2号発電用原動機 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数 量 備  考

76
^' 

,+) (r^' ) 133614-49142 個 6

77 t\" ,+') 43400-003170 個 1

78 フ
・
ランシ
・ヤCMP 133644-51101 個 6

79 ハ・ルフ・OMP(テ・リヘ・リ 133670-51910 個 6

80 ァフレクタ 133670-51264 個 12

81 0リンク・(4DP16 0 24316-000160 個 20

82 ハ・ッキン(クウキスキ 137603-51261 個 6

83 0リンク
°
(S32 137679-51892 個 6

84 ′ゞツキン(マル 6Xl.0 23414-060000 個 10

85 シールワツシヤ(コマル 8 22190-080006 個 10

86 0リンク
°
(P31 133670-51381 個 6

87 ハ・ツクアツフ
・
リンク
°
(T2P31 24372-000310 個 6

88 シール(オイル TCN 141646-52660 個 1

89 オイルシール(TC204007 24421-204007 個 1

90 ハ・ツキン(マル 14X1 0 23414-140000 個 10

91 A・ ツキン(マル 18X1 0 23414-180000 個 10

92 0リンク・〈lAP14.0 24311-000140 個 10

93 ノス・ルCMP 133644-53300 個 6

94 0リンク・(ネンリョウヘ・ン 152623-53360 個

95 0リンク
・
(lAP40 0 24311-000400 個 10

96 ハ・ツキン(マル 1 2Xl.0 23414-120000 個 20

97 スフ・リンク
°
(ノス・ル 146623-53120 個 6

98 ハ・ッキン(コ・ム FOコ シキケース 137600-55910 個 2

99 ハ・ッキン(エアスキ 138613-35300 個 2

100 ハ・ッキン〈コ
・ム FOコシキエレメント 137600-55930 個 2

6



2号発電用原動機 交換部品表  分割中検

項 品  目 部品番号 数  量 備  考

101 0リンク・(lAG25.0 24321-000250 個 10

102 ハ
・
ッキン(クウキスキツキ

・テ XP2618210NA 個 4

103 シールワツシヤ(コマル 8 22190-080006 個 20

104 ワッシャ(シール フッソSPCコ マル12 153672-59920 個 12

105 ハ・ツキン(マル 6Xl.0 23414-060000 個 20

106 ハ
・
ッキン(ツキ
・テ A 152623-59421 個 6

107 ハ・ッキン(ツキ・テヨウ ニトリル B 152623-59450 個 6

108 0リンク
°
(4DP20 0 24316-000200 個 10

109 0リング (4DP1 6.0 24316-000160 個 10

110 0リンク
°
(40030 0 24324-000300 個 10

lll t\' )+, (lt\' - )ril 133644-59850 個 6

112 ハ
・
ッキン(フクロナット 133644-59860 個 6

113 0リンク・ (lAP40.0 24311-000400 個 10

l14 ハ・ッキン(テイシヨウ 44100-018310 個 1


